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　1月10日、平成21年度豊岡市成人式を市民会館で開催しました。雪が積もる中、
新成人対象者1,020人（男性509人、女性511人）のうち、818人（男性396人、女性
422人）が、スーツや振り袖姿などで参加し、決意を新たにしました。
　式典では、中貝市長などがお祝いのことばを贈るとともに、新成人を代表して、
保正直樹さんと小峠紗希さんが誓いのことばを述べました。
　また、式典後には、成人式実行委員会の主催により、アコースティックデュオの
s
ス マ イ ル

mile39さんのコンサートが行われ、20歳の門出に花を添えました。
《問合せ》生涯学習課人権・社会教育係☎23-0341

平成21年度　豊岡市成人式

1,020人が大人の仲間入り

▲久しぶりに会った友達と記念撮影
する新成人

▲中貝市長に誓いのことばを述べる
新成人代表の２人

▲式典では、新成人に中貝市長など
から祝福と激励のことばが贈られた
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小
嶋

池
口

池
口

▲成人式で「こうのとり」など
5曲を歌うsmile39

新成人に贈るメッセージ

s
ス マ イ ル

mile39
（アコースティックデュオ）

やりたいことを
思い切って

格好いい大人に
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12
月
17
日
、
本
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
選
手
の
能
見

篤
史
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
中
貝
市
長
に
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

能
見
さ
ん
は
、
今
季︵
2
0
0
9
年
の
シ
ー
ズ
ン
︶、
投
手
と
し
て

大
活
躍
。
勝
利
数
や
防
御
率
、
投
球
回
数
、
奪
三
振
数
で
チ
ー
ム
ト
ッ

プ
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

そ
の
能
見
さ
ん
と
中
貝
市
長
が
対
談
し
ま
し
た
。

 

︽
問
合
せ
︾
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21

－

9
0
2
3

市
長　

昔
、
職
場
の
野
球
チ
ー
ム

で
投
手
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
い
か
に
遅
い
球
を
投
げ
る

か
と
い
う
こ
と
で
⋮（
笑
）。
能
見

さ
ん
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
、
花
が
咲

い
た
よ
う
な
活
躍
で
し
た
ね
。

能
見　

と
ん
で
も
な
い
で
す
。
チ
ー

ム
が
優
勝
で
き
な
か
っ
た
の
で
⋮
。

市
長　

そ
れ
で
も
、
今
年（
平
成

21
年
）は
、
能
見
さ
ん
も
大
活
躍

で
す
し
、
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
井
上
香
織
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、

本
市
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
調

子
い
い
ん
で
す
よ
。
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

能
見　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長　

能
見
さ
ん
出
身
の
出
石
町

小
坂
地
区
は
、
平
成
16
年
の
台
風

23
号
災
害
で
特
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
の
で
す
が
、
地
域
の
方
々

が
頑
張
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト

大
活
躍
の
1
年

リ
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
観
察
な

ど
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
と
き
に
、
い

ろ
ん
な
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
っ

た
、
応
援
し
て
も
ら
っ
た
、
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
自
分
た
ち
の
先
輩
が
活

躍
し
て
い
た
だ
く
と
、
き
っ
と
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。

能
見　

そ
う
な
れ
ば
い
い
で
す
け

ど
⋮
。

市
長　

来
年
度
以
降
も
大
活
躍
で

す
ね
。

能
見　

そ
こ
は
難
し
い
で
す
。

市
長　

こ
こ
は
、力
強
く「
よ
っ

し
ゃ
」で
は
な
い
の
で
す
か
。

能
見　

い
え
い
え
。
大
き
な
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん（
笑
）。

能
見　

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

父
の
影
響
が
大
き
い
で
す
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
に
映

る
野
球
中
継
を
ず
っ
と
見
て
育
っ

た
の
が
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

市
長　

お
父
さ
ん
の
指
導
を
受
け

ら
れ
た
の
で
す
か
。

能
見　

父
は
、
あ
え
て
指
導
を
し

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
少

年
野
球
の
チ
ー
ム
に
い
た
こ
ろ
も
、

そ
の
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
自
宅
で
野
球
を
教

え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市
長　

公
平
と
い
う
か
、
厳
格

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

能
見　

そ
う
い
う
訳
で
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
⋮（
笑
）。

市
長　

照
れ
く
さ
か
っ
た
ん
で

し
ょ
う
か（
笑
）。

能
見　

物
心
付
い
た
と
き
か
ら
野

球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

父
の
影
響

▲能見篤史さん（右）とサイン入りバットと色紙を手にする
　中貝市長

能見篤史さんのプロフィール
　出石町丸中出身。小坂小学
校、出石中学校卒業後、鳥取
城北高校へ進学。大阪ガスで
社会人野球を経て2004年プ
ロ野球阪神タイガースに自
由枠で入団。2009年のシー
ズンは主に先発投手として
13勝9敗、防御率2.62の成績
を収めた。

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

能の
う

見み

篤あ
つ

史し

選
手
と
中
貝
市
長
が
対
談
!

プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

地
元
出
身
選
手
が
大
活
躍
!

プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

能の
う

見み

篤あ
つ

史し

選
手
と
中
貝
市
長
が
対
談
!
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市
長　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
こ
と

よ
り
、
お
父
さ
ん
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
ね
。

市
長　

来
季（
2
0
1
0
年
の

シ
ー
ズ
ン
）の
抱
負
は
何
で
す
か
。

能
見　

チ
ー
ム
の
優
勝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

市
長　

自
分
自
身
の
抱
負
は
何
で

す
か
。

能
見　

自
分
個
人
の
目
標
は
あ
り

ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
た

と
き
に
、
自
分
が
し
っ
か
り
と
一

軍
で
投
げ
て
い
ら
れ
た
ら
う
れ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ

の
よ
う
な
成
績
に
な
り
ま
し
た
け

ど
、
や
は
り
、
チ
ー
ム
が
4
位
と

い
う
成
績
で
し
た
の
で
、
う
れ
し

さ
が
半
減
し
ま
し
た
。

市
長　

チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
て
、

自
分
自
身
も
活
躍
で
き
れ
ば
、そ

れ
以
上
、う
れ
し
い
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。今
日
の
記

念
に「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
守
り
」を

用
意
し
ま
し
た
。こ
れ
は
よ
く
効

き
ま
す
か
ら（
笑
）。ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
赤
ち
ゃ
ん
を
運

ぶ
鳥
で
す
が
、日
本
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
、幸
せ
を
運
ぶ
鳥
で
す
。こ
れ

で
来
季
は
優
勝
で
す
。

能
見　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長　

今
年
、出
石
を
訪
れ
る
観

光
客
も
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
一
時
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、そ

の
後
、盛
り
返
し
て
、た
く
さ
ん
の

方
に
来
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。出

石
の
魅
力
が
輝
い
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、出
身
地
と

い
う
こ
と
で
、能
見
さ
ん
と
井
上

さ
ん
の
2
人
が
、「
ふ
る
さ
と
の
た

め
」と
思
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

も
、頑
張
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で

元
気
が
出
ま
す
。

能
見　
（
笑
顔
!
）

市
長　

い
た
だ
い
た
バ
ッ
ト
と

ボ
ー
ル
は
、
市
長
室
と
い
う
よ
り
、

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
体
育

施
設
に
飾
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

能
見　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

個
人
よ
り
チ
ー
ム

▲出石B
ビーアンドジー

&G海洋センターにある能見さ
んと井上さんのグッズ展示コーナー

　

能
見
さ
ん
は
、中
貝
市
長
と
の

対
談
を
終
え
た
後
、母
校
の
出
石

中
学
校
を
訪
れ
、「
夢
の
実
現
に
向

け
て
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
中
学
校
の
体
育

館
に
は
、
全
校
生
徒
3
2
1
人
や

保
護
者
な
ど
が
集
い
、
生
徒
た
ち

か
ら
は
、
野
球
に
対
す
る
姿
勢
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
投
げ
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。

Q
中
学
校
時
代
か
ら
、
将
来
は
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
ろ
う
と
決
め

て
い
た
の
で
す
か
。

A
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

野
球
は
好
き
で
し
た
が
、プ
ロ

野
球
選
手
は「
あ
こ
が
れ
」で
し

た
。

Q
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、
ど

の
よ
う
に
乗
り
越
え
ま
す
か
。

A
成
功
す
る
ま
で
や
る
。
ど
ん
な

こ
と
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
す
。

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
一
番
だ

と
思
い
ま
す
。

Q
中
学
校
時
代
、
勉
強
は
好
き
で

し
た
か
。

A
勉
強
が
好
き
な
人
は
い
な
い
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、大
人
に
な

る
と
、勉
強
が
役
立
つ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
こ
の
授

業
、嫌
だ
な
ぁ
」と
思
わ
ず
、そ

の
中
で
何
か
1
つ
で
も
プ
ラ
ス

に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q
中
学
校
時
代
、
野
球
以
外
で
目

標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

A
野
球
以
外
の
目
標
は
な
い
で
す
。

野
球
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

学
校
に
行
く
の
も
楽
し
か
っ
た

で
す
し
…
。あ
ま
り
参
考
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い（
笑
）。

Q
野
球
を
途
中
で
や
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

A
中
学
生
の
と
き
に
一
度
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。野
球
部

の
監
督
と
け
ん
か
み
た
い
に
な

り
、や
め
て
や
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、本
当
に
野
球
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、し
っ
か
り
謝
っ

て
、「
も
う
一
度
や
ら
せ
て
く
だ

さ
い
」と
言
い
ま
し
た
。

Q
打
者
の
中
で
は
誰
が
怖
い
で
す

か
。

A
外
国
人
選
手
で
す
。
ボ
ー
ル
を

当
て
る
と
怒
る
の
で
…（
笑
）。

Q
ど
の
選
手
か
ら
三
振
を
取
っ
た

と
き
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
か
。

A
巨
人（
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）の

選
手
全
員
で
す
。
強
い
チ
ー
ム

か
ら
三
振
を
取
る
と
、
と
て
も

自
信
に
な
り
ま
す
。

　

時
に
は
、ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
な

が
ら
、後
輩
た
ち
の
質
問
に
分
か

り
や
す
く
や
さ
し
く
答
え
た
能
見

さ
ん
。最
後
に
生
徒
会
長
の
西
村

裕
貴
君（
2
年
）が「
出
石
中
学
校

の
良
き
先
輩
と
し
て
能
見
選
手
の

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、ず
っ
と
応

援
し
て
い
き
ま
す
」と
お
礼
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

▲母校の後輩たちに温かく見送
られる能見さん

▲後輩たちの質問に答
える能見さん

「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
!
」

　

〜
母
校 

出
石
中
学
校
の
後
輩
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

市
長

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

能
見

市
長

市
長

能
見

能
見
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税税
の
申
告
時
期
で
す

　
　
　
【
期
間
】
２
月
16
日（
火
）〜
3
月
15
日（
月
）

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
!!

◆
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　

申
告
書
は
、
所

得
証
明
書
、
老
齢

福
祉
年
金
、
福
祉

医
療（
老
人
医
療

等
）、
保
育
所
の

入
所
や
市
営
住
宅

入
居
な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、

こ
れ
ら
に
関
係
す
る
諸
証
明
書
が

発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内

に
申
告
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

　

を
忘
れ
ず
に
！

　

相
談
に
お
越
し
に
な
る
前
に

「
平
成
22
年
度
市
県
民
税
申
告
の

て
び
き
」を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な

ど
は
必
ず
整
理
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
来
庁
時
に
は
、
申
告
者
本

人
が
申
告
書
を
記
入
作
成
の
上
、

必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
整

理
が
で
き
て
い
な
い
場
合
や
、
必

要
書
類
が
な
い
場
合
は
、
相
談
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
15
日
の
申
告
期
限

間
近
や
、
市
役
所
で
の
申
告
相
談

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
目
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
・
消
費
税
の
申

告
を
す
る
方
は
他
会
場（
税
務
署
、

じ
ば
さ
ん
但
馬
な
ど
）で
の
申
告

相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
21
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず

申
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。
申
告

が
な
い
場
合
、「
低
所
得
者
軽
減
」

に
該
当
し
て
も
そ
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
の
ほ
か
に
所

得
の
あ
る
方
、
2
カ
所
以
上
か
ら

給
与
所
得
の
あ
る
方
、
ま
た
は
、

雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
付

金
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
申
告
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
あ
る
方

※
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、

申
告
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
、
税
務
課
市
民

税
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

　

対
象
の
方

　

税
法
上
、
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
算
定
す
る
上
で
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
、
市
民
課
国
保
医
療
係
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　

昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

　

平
成
21
年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
の
所
得
を
計
算
の
上
、
申
告
く

だ
さ
い
。
申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
市
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
お
よ
び
時
間
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
）や
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
あ
る
方
、
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
☎
21
－
9
0
4
5

■申告書提出の有無

所得税の確定申告をする

国民健康保険加入世帯で
ある

給与または公的年金以外
に所得がある

年の途中で退職等の異動
がある

給与または公的年金を２
カ所以上からもらっている

給与等の年末調整の内容
に変更がある

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

申告書を
提出くだ
さい

※ただし、不
　要の場合も
　ありますの
　で、詳細は
　問い合わせ
　ください

申告書の提
出は必要あ
りませんいいえ

　はい

はい

はい

はい

はい
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申告相談会場・時間一覧表

月　日

申告相談会場

２月 ３月 相談時間
（　）は受付時間
12：00〜13：00の間

相談は行っていません

16 17 18 19 22 23 24 25 26 1 2 3 4 5 8 9 10 11 12 15
火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月

豊岡税務署 1 階 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 9：00 〜 17：00

市役所本庁西別館
城崎総合支所

日高農村環境改善センター
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（8：30 〜 16：00）

竹野総合支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
竹野南地区公民館 ○ ○

（9：00 〜 15：30）
中竹野地区公民館 ○

出石総合支所
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

● ● （9：30 〜 16：00）

但東総合支所
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （8：30 〜 16：00）

● （9：30 〜 16：00）

資母地区公民館
（資母体育館内） ○

（9：00 〜 15：30）
高橋地区公民館 ○

じばさん但馬 6 階 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（9：30 〜 16：00）

瀬戸公民館 ●
城崎大会議館 ● ●

竹野町商工会館 ● ● ●
ワークピア日高 ● ● ● ● ● ● ●
出石町商工会館 ● ●

但馬ちりめん振興館 ● ●
※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告、○印は市県民税・国民健康保険税の

申告（所得税の申告も可）を行います。都合の良い日時・会場を利用ください。
※豊岡税務署は、駐車台数に限りがありますので、お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用ください。

※市県民税・国民健康保険税の申告相談会場の午前の受付は 11 時 30 分までですが、人数制限をしていま
すので、早めに終了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。

※市役所本庁に申告相談で来庁した方は、市役所駐車場が無料になります（相談会場受付で駐車券を提示く
ださい）。

■夜間相談

月日 相談会場 受付時間

2月19日
（金）

市役所本庁西別館、城崎
総合支所、日高農村環境
改善センター、出石総合
支所

18：00〜20：002月26日
（金） 竹野南地区公民館

3月 5日
（金）

市役所本庁西別館、竹野
総合支所、日高農村環境
改善センター、但東総合
支所

■休日相談

月日 相談会場 受付時間

2月28日
（日）

市役所本庁西別館、城崎
総合支所、竹野総合支
所、日高農村環境改善セ
ンター、出石総合支所、
但東総合支所

8：30〜11：30
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◆
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で

に
入
居
し
た
方

　

平
成
21
年
１
月

日
か
ら
平
成
25
年

12
月
31
日
ま
で
の

間
に
入
居
し
、
所

得
税
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の

適
用
を
受
け
、
所
得
税
で
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合

は
、
個
人
市
県
民
税
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

▽
控
除
額　

次
の
い
ず
れ
か
小
さ

い
額
が
、
翌
年
度
の
個
人
市
県

民
税
所
得
割
額
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

①
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
可
能
額
の
う
ち
、
所
得
税

で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額 

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等

の
額
の
5
％（
上
限
9
7
、5
0 

0
円
）

▽
控
除
期
間　

最
長
10
年
間

▽
手
続
方
法　

初
め
て
住
宅
借
入 

金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
方
は
、
税
務
署
で
所
得
税
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
確

定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

2
年
目
以
降
は
、
給
与
所
得
の

み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

方
は
、
勤
務
先
か
ら
市
へ
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

れ
ば
申
告
は
不
要
で
す
。
そ
の

他
の
方
は
、
確
定
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で

に
入
居
し
た
方

　

税
源
移
譲

の
経
過
措
置

と
し
て
、
住

宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、
昨
年

ま
で
市
へ
申
告
が
必
要
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
、
確
定
申
告
書
や
勤
務

先
か
ら
市
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、
申
告
が
原

則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
山
林
所
得
･
課
税

退
職
所
得
を
有
す
る
方
や
、
所
得

税
で
平
均
課
税
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
控
除
額
が
有

利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
告
期
限　

３
月
15
日（
月
）

※
平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で

に
入
居
し
た
方
は
、
所
得
税
で

控
除
期
間
を
15
年
に
延
長
す
る

特
例
の
選
択
が
設
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
個
人
市
県
民
税
か
ら

控
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
注
意
事
項

・
確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、
確

定
申
告
書
第
2
表「
特
例
適
用

条
文
等
」の
欄
に「
居
住
開
始
年

月
日
」の
記
載
が
必
要
で
す
。

・
勤
務
先
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与

支
払
報
告
書
は
、摘
要
欄
に「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
」と「
居
住
開
始
年
月
日
」の

記
載
が
必
要
で
す
。
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
の

摘
要
欄
に
こ
の
記
載
が
あ
る
こ

と
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得

の
申
告
分
離
課
税
制
度
の
創
設

　

平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
支

払
を
受
け
る
べ
き
上
場
株
式
等
の

配
当
所
得
に
つ
い
て
申
告
し
た
場

合
、
納
税
義

務
者
の
選
択

に
よ
り
、
配

当
所
得
の
合

計
額
は
、
総

合
課
税
と
申
告
分
離
課
税
の
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
申
告
分
離
課
税
を
選
択

し
た
場
合
は
、
配
当
控
除
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
創
設

上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
・
配
当

に
対
す
る
課
税
の
見
直
し

■住宅借入金等特別税額控除の対象の可否

　所得税の住宅借入金等特別
控除の適用を受け、所得税で
控除しきれなかった金額があ
りますか？

　住宅借入金等特別控除の適
用を受ける居住開始年月日が
｢平成11年〜18年｣か｢平成21
年〜25年｣ですか？

　個人市県民税の住宅借入金
等特別税額控除の適用があり
ますので、該当する居住年の
説明を確認ください

　所得税で控除で
きる場合は対象に
はなりません

　居住開始年月日
が｢平成19年と平成
20年｣の方は、所得
税で特例措置（控
除率と控除期間の
選択）があり、対
象にはなりません

扌

扌

はい

はい

➡

➡

いいえ

いいえ

平
成
₂₂
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容
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◆
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損
失

の
損
益
通
算
の
特
例
の
創
設

　

平
成
22
年
度
分
以
後

の
個
人
市
県
民
税
は
、

同
一
年
中
ま
た
は
過
去

3
年
以
内
に
生
じ
た
上
場
株
式
等

に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
と
申
告

分
離
課
税
を
選
択
し
た
上
場
株
式

等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
と
の

間
で
損
益
通
算
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ

　

び
譲
渡
所
得
に
係
る
軽
減
税
率

の
特
例
の
延
長

　

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ

び
譲
渡
所
得
に
係
る
軽
減
税
率
の

特
例
の
延
長
に
よ
り
、
平
成
21
年

１
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
12
月
31

日
ま
で（
個
人
市
県
民
税
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
分
ま

で
）は
、
軽
減
税
率
3
％
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

■区分別税率 ･控除の有無等
申告する 申告しない

総合課税を選択 申告分離課税を
選択　　　　　

（申告不要制度
適用）　　　

借入金利子の控除 あり あり なし

税　　率
（個人市県民税） 10.1％ ３％（５％）

（※1）
３％（５％）

（※1）

配当控除 あり なし なし

上場株式等の譲渡
損失との損益通算 なし あり なし

扶養控除等の判定 合計所得金額に
含まれる

合計所得金額に
含まれる（※２）

合計所得金額に
含まれない

※１　平成24年１月１日以後に支払いを受けるべきものは、（　）
内の率になります。

※２　上場株式に係る譲渡損失と申告分離課税を選択した上場
株式等に係る配当所得との損益通算の特例の適用を受け
ている場合には、その適用後の金額になり、上場株式等に
係る譲渡損失の繰越控除の適用を受けている場合には、そ
の適用前の金額になります。

農
業
所
得
申
告

　

平
成
21
年
分
農
業
所
得
は
、
収

支
計
算
で
申
告
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
す
る
際
の
土
地
改

良
費
は
、
賦
課
金
が
10
ア
ー
ル
当

た
り
1
万
円
以
上
の
場
合
は
、
賦

課
金
に
含
ま
れ
て
い
る
永
久
資
産

相
当
分
が
必
要
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
賦
課
金
が
1
万
円
以
上

の
下
表
の
土
地
改
良
区
な
ど
は
、

控
除
額
を
次
の
と
お
り
算
出
し
ま

し
た
の
で
、
収
支
計
算
を
す
る
際

に
、
控
除
額
を
土
地
改
良
費
の
必

要
経
費
と
し
て
計
上
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
土
地
改

良
区
な
ど
の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー

ル
当
た
り

1
万
円
未

満
の
た
め
、

支
払
っ
た

賦
課
金
額

を
必
要
経

費
と
し
て
計
上
く
だ
さ
い（
城
崎
、

竹
野
、
但
東
地
域
に
は
、
１
万
円

以
上
の
土
地
改
良
区
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　

ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
な
ど
は
必
ず
７
年
間
保
管
く
だ

さ
い
。

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
農
業
用
の
機
械
お
よ
び
装
置

の
耐
用
年
数
が
7
年
に
改
正
さ
れ

て
お
り
、平
成
21
年
分
の
申
告
か
ら

適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

減
価
償
却
制
度
の
改
正

■土地改良費控除額（10アール当たり）

平
成
₂₁
年
分
農
業
所
得
申
告

地域 名称 控除額

豊岡

中
なか

佐
さ

土地改良区
一般分 16,178円
特別分 13,427円

中郷土地改良区 11,066円

新田井
い

堰
せき

土地改良区 ほ場（田） 10,033円
新田東部土地改良区 20,966円

福江土地改良区 福田工区 一般分 12,565円

森津土地改良区
一般分 21,877円
特別分 17,101円

八
や

幡
はた

土地改良区 34,828円
日高 国府平野土地改良区 13,515円

出石
中川土地改良区 19,320円

出石北土地改良区 10,269円

※新田井堰土地改良区の経常分（一般会計分）は、領収書などで
確認し、別途経費に算入ください。また、福江土地改良区の
福田工区一般分には、水利費2,720円が含まれています。
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平
成
22
～
25
年
度（
4
年
間
）

①
人
件
費
の
削
減

　

第
2
次
定
員
適
正
化
計
画
で
は
、

さ
ら
に
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見

直
し
や
市
民
と
の
協
働
の
推
進
な

ど
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
の
職

員
数
を
8
6
4
人
と
し
、
合
併
時

と
の
比
較
で
2
1
1
人
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
で
で
き
る
も
の
は
極
力
民

間
に
委
ね
、
市
の
関
与
の
必
要
性

が
低
い
も
の
は
、
廃
止
ま
た
は
民

営
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
勤
務
は
、
能
率

的
な
職
務
の
執
行
を
確
保
し
、
経

費
削
減
や
職
員
の
健
康
管
理
の
観

点
か
ら
、
適
正
な
運
用
と
縮
減
を

図
り
ま
す
。

②
負
担
金
の
見
直
し

　

本
市
と
同
じ
よ
う
に
会
費
な
ど

を
負
担
す
る
ほ
か
の
自
治
体
な
ど

関
係
団
体
と
の
調
整
を
必
要
と
し

　

市
で
は
、市
民
の
信
頼
の
も
と
、将
来
に
わ
た
っ
て
公
共
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、持
続
可
能
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、継
続
的
な
行
政
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
、﹁
第

2
次
豊
岡
市
行
政
改
革
大
綱
・
同
実
施
計
画
﹂を
策
定
し
ま
し
た
。

︽
問
合
せ
︾政
策
調
整
課
☎
21
︱
9
0
2
2

策
定
の
趣
旨

ま
す
が
、「
負
担
金
の
改
革
方
針
」

を
定
め
、
支
出
根
拠
を
再
度
精
査

す
る
と
と
も
に
、
必
要
性
、
有
効

性
な
ど
を
検
証
し
、
脱
会
、
廃
止
、

減
額
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

③
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し

　

維
持
管
理
費
の
徹
底
削
減
、
使

用
料
の
見
直
し
、
入
場
料
収
入
の

増
加
、
同
種
施
設
の
一
元
管
理
、

指
定
管
理
へ
の
移
行
、
自
主
事
業

の
整
理
な
ど「
公
共
施
設
の
あ
り

方
の
改
革
方
針
」を
定
め
、
検
討
・

実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
第
3
次
行
政
改
革

（
平
成
26
年
度
以
降
）に
向
け
て
、

維
持
継
続
か
、
あ
る
い
は
用
途
変

更
、
統
合
、
廃
止
と
す
べ
き
か
な

ど
個
々
の
施
設
の
存

廃
を
検
討
し
ま
す
。

④
政
策
調
整
機
能
と組

織
の
見
直
し

　

複
数
の
部
に
関
わ
る
横
断
的
な

政
策
や
課
題
の
調
整
を
行
う
政
策

調
整
会
議
、
最
終
政
策
意
思
決
定

機
関
と
し
て
の
経
営
戦
略
会
議
の

ほ
か
に
、
組
織
横
断
的
な
課
題
へ

の
迅
速
な
対
応
と
ト
ッ
プ
の
方
針

の
徹
底
を
図
る
た
め
、
分
野
ご
と

に
担
当
副
市
長
に
よ
る
調
整
協
議

を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
へ
の
対
応
と
地
域

振
興
を
支
援
す
る
た
め
の
地
域
担

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
策
定

し
た
第
1
次
行
政
改
革
大
綱
と
平

成
20
年
度
に
追
加
し
た
さ
ら
な
る

行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
平
成
26
年

度
ま
で
の
全
会
計
総
額
で
、
1
0

0
億
円
を
超
え
る
改
革
の
取
組
み

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、

合
併
特
例
に
守
ら
れ
な
が
ら
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
平
成

26
年
度
ま
で
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

確
保
し
た
に
す
ぎ
ず
、
合
併
特
例

の
終
了
に
伴
う
平
成
28
年
度
か
ら

の
地
方
交
付

税
の
段
階
的

な
削
減
が
始

ま
れ
ば
、
さ

ら
な
る
財
政

体
質
の
改
善

が
急
務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
深
刻
な
財
政
見

通
し
を
踏
ま
え
、
第
1
次
行
政
改

革
を
継
続
し
補
完
す
る
第
2
次
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

取
組
期
間

取
組
課
題・方
針

▶
市
役
所
本
庁
舎

第2次豊岡市行政改革大綱・
同実施計画を策定しました！
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当
制
の
実
施
に
向
け
て
体
制
整
備

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
庁
舎

の
建
設
に
併
せ
、
本
庁
で
の
窓
口

機
能
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
検
討
を
行
い
、
本
庁
方
式
に
対

応
す
る
た
め
総
合
支
所
を
支
所

（
1
課
2
係
）と
し
ま
す
。

⑤
職
員
の
意
識
改
革

　

全
職
員
が
日
常
的
に
取
り
組
む

べ
き
指
針
と
し
て
、
平
成
22
年
9

月
30
日
ま
で
に「
コ
ス
ト
を
意
識

し
た
行
動
指
針
」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
指
針
に
は
、
部
ご
と
に
コ

ス
ト
意
識
の
徹
底
に
つ
な
が
る
取

組
み
も
盛
り
込
み
ま
す
。
職
員
の

意
識
改
革
を
目
的
の
1
つ
と
し
て

実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
評
価
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
意
識

が「
当
た
り
前
」と
な
る
職
場
の
文

化
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
市
職
員
人
材
育
成

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
人
材
育
成

の
体
制
強
化
を
図
り
、
自
発
的
に

課
題
に
挑
む
意
欲
あ

る
職
員
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
、「
よ

り
効
率
的
に
、よ
り
良
い
も
の
を
」

「
よ
り
低
い
コ
ス
ト
で
、
よ
り
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
」と
い
っ
た

民
間
の
経
営
感
覚
を
身
に
付
け
た

自
治
体
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

１．人件費の削減

効果額合計　　　　　　　　　　　５億7,262万円（累積：14億8,882万円）
　第２次行政改革期間中に正職員75人を削減します。

２．負担金の見直し

効果額合計　　　　　　　　　　　　　 152万円（累積：611万円）

継続する負担金　　　　　　　　  　282件

減額を検討する負担金　　　　　　　58件

廃止する負担金　　　　　　　　　　30件
　主なもの
　○全国都市計画協会負担金…………………………………………………14万円
　○兵庫県山村地域振興対策協議会負担金…………………………………11万円
　○移住・交流推進機構負担金………………………………………………10万円
　○日本港湾協会負担金………………………………………………………５万円

３．公共施設のあり方の見直し

効果額合計　　　　　　　　　　　      5,187万円（累積：5,187万円）

現行どおり　　　　　　 238施設

改善　　　　　　　　　　74施設

地元譲渡　　　　　　　　52施設

廃止　　　　　　　　　　10施設
・永楽公衆便所（※1）　　　　　　　　　・竹野児童館（平成21年度中に子育てセンターとして改修）
・大開東公衆便所（※1）　　　　　　　　・出石児童館（行革期間中に隣保館として使用）
・子ども自然村（※1）　　　　　　　　　・弁天浜野営場炊事棟（東側）（老朽化の状況をみて廃止）
・子ども自然村ミーティングセンター（※1）　・安

やす
良
ら

市民農園（※2）　　　　　　　

・出石農村環境改善センター（※1）　　　・中山住宅（※2）

４．第２次行政改革大綱・同実施計画期間中の累積効果額（第１次行政改革からの継続分を含む）

　約94億3,110万円

（内訳）　第１次行政改革からの継続分　　　　78億8,430万円
　　　　第２次行政改革での上乗せ分　　　　15億4,680万円

（　　）数字は、第２次行政改革での累積効果額

実施計画による効果額

※1は平成25年度末で廃止
※2は平成21年度中に廃止

●行政改革委員会の委員を募集しています（28ページ掲載）。
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●
窓
口
業
務

●
地
域
業
務

●
窓
口
業
務

　

総
合
支
所
は
、平
成
22
年
度
か
ら
現
在
の
総
務
課
、地
域
整
備
課
、教

育
分
室
の
業
務
を「
地
域
振
興
課
」に
、市
民
生
活
課
、健
康
福
祉
課
の
業

務
を「
市
民
福
祉
課
」に
統
合
し
、4
課
1
分
室
を
2
課
体
制
と
し
ま
す
。

　

組
織
は
変
わ
り
ま
す
が
、身
近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
と
密
接
に

関
わ
り
の
あ
る
業
務
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
総
合
支
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、本
庁
に
は
、内
部
処
理
業
務
や
全
域
共
通
業
務
を
集
約
し
、そ

の
業
務
の
一
部（
健
診
や
予
防
接
種
、健
康
教
室
な
ど
の
保
健
事
業
や
、

道
路
の
新
設
・
改
良
工
事
の
設
計
・
施
行
な
ど
）は
、地
域
担
当
を
配
置

し
、本
庁
が
市
域
全
体
を
担
当
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》政
策
調
整
部
政
策
調
整
課
☎
21
―
9
0
2
2

総
合
支
所
で
引
き
続
き

行
う
主
な
業
務

●
地
域
業
務

地
域
振
興
課

本
庁
の
地
域
担
当
が

行
う
主
な
業
務

市
民
福
祉
課

平成22年4月から

総合支所（4課と1分室）は
2課体制になります

～総合支所では、身近な市民サービスや地域と関わりの深い業務を行います～

組織図
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例1…福祉サービスなど

Q 

総
合
支
所
の
組
織
を
縮
小
し

職
員
数
を
減
ら
す
の
は
ど
う
し

て
？

A

総
合
支
所
で
は
身
近
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す

Q
＆
A

「
総
合
支
所
は
ど
う
な
る
？
」

例2…道路の維持管理、除雪など

※防災体制は、あらためて市広報紙でお知らせします。
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健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!

「
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」

◆
基
本
健
診
の
対
象

・
20
〜
39
歳
の
方（
就
業
中
の
方

は
、
職
場
で
の
健
診
を
優
先
的

に
受
診
く
だ
さ
い
）

・
40
〜
74
歳
の
豊
岡
市
国
民
健
康

保
険
加
入
の
方（
豊
岡
市
国
保

以
外
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

・
75
歳
以
上
の
方（
就
業
中
の
方

は
、
職
場
健
診
を
優
先
的
に
受

診
く
だ
さ
い
。
治
療
中
の
方
は
、

健
診
の
受
診
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
く
だ
さ

い
）

◆
が
ん
検
診
の
対
象（
医
療
保
険

に
関
係
な
く
受
診
で
き
ま
す
）

・
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
は
、
40
歳
以
上
の

　

す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
は
、
が
ん
予
防
と
、
生
活
習
慣
病
に
影
響

す
る
﹁
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）﹂
に
着

目
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

－

1
1
2
7
ま
た
は
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課

方
・
子
宮
頚け
い

部
が
ん

検
診
は
、
20
歳
以

上
の
方（
た
だ
し
、

検
診
種
別
に
よ
り

対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
）

◆
必
ず
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

○
2
月
下
旬
に
、
過
去
3
年
間
の

受
診
者
、
豊
岡
市
国
保
加
入
者

（
40
〜
74
歳
）、
平
成
22
年
度
40

歳
到
達
者
に
申
込
票
を
送
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
受
け
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
健
診
の
時
期
は
、
5
月
〜
11
月

の
期
間
で
、
午
前
と
午
後
の
部

が
あ
り
ま
す
。

○
健
診
受
診
日
時
と
会
場
は
、
後

日
、
申
込
者
に
個
別
に
通
知
し

ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
）」
の

申
込
み
も
、
同
時
受
付
と
な
り

ま
す
。

◆
そ
の
他
の
健
診

　

す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
以
外
に
、

登
録
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
や

公
立
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
個
別
健
診（
40
〜
74
歳
の
豊
岡

市
国
保
加
入
者
）⋮
基
本
健
診

の
み

※
人
間
ド
ッ
ク（
40
歳
以
上
の

方
）⋮
基
本
健
診
+
各
種
が
ん

検
診
+
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど

※
基
本
健
診
、
が
ん
検
診
は
、
い

ず
れ
か
の
機
会
に
1
回
受
診
で

き
ま
す
。

◆
お
願
い

　

事
前
申
込
や
健
診
日
時
の
指
定

な
ど
に
よ
り
、
待
ち
時
間
の
少
な

い
快
適
で
内
容
の
充
実
し
た
健
診

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

◆
健
診
内
容

○
一
度
の
受
診
で
、
全
身
の
検

査
が
で
き
る
体
制
に
な
り
ま
し

た（
腹
部
超
音
波
検
査
も
導
入
。

歯
周
病
検
診
や
女
性
の
が
ん
検

診
も
会
場
や
時
間
に
よ
っ
て
は
、

同
日
に
受
診
で
き
ま
す
）。

◆
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ（
女
性
の
み

受
診
で
き
る
日
）が
あ
り
ま
す

○
基
本
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
と

同
時
に
、
子
宮
頚
部
が
ん
・
乳

が
ん
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
受

診
で
き
る
日
を
案
内
し
ま
す

（
一
部
実
施
で
き
な
い
地
域
や

会
場
が
あ
り
ま
す
）。

○
乳
が
ん
検
診
は
、
平
成
22
年
度

中
に
偶
数
年
齢
に
な
る
方
が
受

診
で
き
ま
す
。

○
乳
が
ん
検
診
の
視

触
診
は
、
す
こ
や

か
市
民
ド
ッ
ク
と

は
別
日
の
受
診
と

な
り
ま
す
。

○
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
「
女

性
の
が
ん
検
診（
子
宮
頚
部
が

　

詳
細
は
、
市
広
報
紙
2
月
25
日

号
と
一
緒
に
配
布
す
る
「
す
こ
や

か
市
民
ド
ッ
ク
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平成22年度

あなたは、どこで基本健診を受ける?

20～39歳

（医療保険証
の 種 別 は 問
いません）

◆市の基本健
診を受けま
しょう。就業
中の方は、
職場での健
診を優先的
に受診しま
しょう。

75歳以上

（医療保険証の種
別は問いません）

◆ 市 の 基 本 健
診を受けましょう

（ただし、糖 尿
病や高血圧など
で治 療中の方
は、健診の受診
についてかかり
つけの医 師に
相談しましょう）。

※がん検診は、医療保険に関係なく「すこやか市民ドック」
で受診できます。なお、検診種別により対象年齢が異な
ります。

まずは、自分の医療保険証の発行者を確認しましょう！
あなたの年齢は?

   はい  

◆市の基
　本健診
　を受け
　ましょう。

     いいえ

◆「基本健診」
　は、あなたが

加 入してい
る医療保険
のもとで受診
しましょう。

40～74歳

豊岡市国民健康保険
加入者ですか?
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●
申
込
方
法
・
申
込
期
限

▽
口
座
振
替
で
前
納　

口
座
振
替 

　

を
希
望
す
る
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
で
、2

月
26
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
く

だ
さ
い
。口
座
振
替
申
込
用
紙

は
、市
役
所（
各
総
合
支
所
）の

国
民
年
金
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

▽
現
金
で
前
納　

申
込
み

　

は
不
要
で
す
。　

●
納
付
期
日
・
納
付
方
法

▽
口
座
振
替
で
前
納　

4
月
30
日

（
金
）に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
6
カ
月

前
納
の
方
の
2
回
目
の
振
替
日

は
、
11
月
1
日（
月
）で
す
。

▽
現
金
で
前
納　

4
月
上
旬
に
郵

送
の
納
付
書
に
よ
り
、最
寄
り

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
4
月
30
日

（
金
）ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
時

お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
2
月
10
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
4
時　

出
石
総
合

支
所　

第
2
会
議
室

・
2
月
24
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
4
時　

日
高
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

7
号
室

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
2
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
1
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日

の
毎
週
月
曜
日
は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構 

豊
岡
年
金
事

　

務
所
☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

「
万
が
一
」の
と
き
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。国
が
責

任
を
持
っ
て
運
営
し
、国
内
に
在

住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
方
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、加
入
者
の
こ
と
を
被
保

険
者
と
い
い
、職
業
な
ど
に
よ
り

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
第
1
号
被
保
険
者　

自
営
業
・

農
林
漁
業
者
・
学
生
・
無
職
な
ど

の
方
が
対
象
で
す
。加
入
手
続

き
は
、市
役
所（
各
総
合
支
所
）

の
国
民
年
金
窓
口
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。保
険
料
は
、被
保
険
者

が
納
め
ま
す
。

②
第
2
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
が

対
象
で
す
。加
入
手
続
き
は
、勤

務
先
が
行
い
ま
す
。保
険
料
は
、

勤
務
先
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。

③
第
3
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
加
入
者（
第

2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
が
対
象
で
す
。

加
入
手
続
き
は
、第
2
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
で
行
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
被
扶
養
配
偶
者
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き
も
、勤
務
先

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

就
職
・
結
婚
・
離
婚
な
ど
の「
人

生
の
転
機
」に
は
、国
民
年
金
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に
よ
り

納
付
を
猶
予
・
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。学
生
対
象
の「
学
生
納

付
特
例
制
度
」や
、経
済
的
な
理
由

な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
が

対
象
の「
保
険
料
免
除
制
度
」、「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
ず
保
険
料
が

未
納
と
な
る
と
、「
万
が
一
」の
と

き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
市
役
所（
各
総
合
支
所
）の
国

民
年
金
窓
口
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、毎
月

納
め
る
方
法
と
、6
カ
月
分
や
1

年
分
を
一
括
し
て
前
払
い
で
納
め

る
方
法（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
の
場
合
は
、毎
月
納
め
る

場
合
よ
り
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
、

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、保
険
料

が
さ
ら
に
割
り
引
か
れ
ま
す
。

●
前
納
に
よ
る
割
引
額

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

新
成
人
の
皆
さ
ん

　

20
歳
は
国
民
年
金
に

加
入
す
る
年
齢
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納
が
お
得
で
す

年
金
相
談
会
の
開
催

前納保険料と割引額（平成21年度）
納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分
現金支払
（毎月） 14,660円 87,960円 175,920円

現金支払
（前納）
【割引額】

- 87,250円
【710円】

172,800円
【3,120円】

口座振替
（前納）
【割引額】

14,610円
【50円】

86,960円
【1,000円】

172,230円
【3,690円】

※注…１カ月分の前納は随時受け付け
　　　ています。

※注
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豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
・
運
営
事
業
の
紹
介
②

「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」に
導
入
す
る
マ
シ
ン
と
事
業
を
紹
介
し
ま
す
!

　

充
実
し
た
設
備
を
完
備
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
で
豊
か
な
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
健
康
増
進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」が
、
総
合

健
康
ゾ
ー
ン（
立
野
町
）に
誕
生
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
施
設
と
運
営
業
務
の
内
容

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
推
進
室
☎
24

－

7
0
3
4

①
い
き
い
き
彩さ

い

脳の
う

②
ま
っ
す
ぐ
背
筋

③
あ
ん
し
ん
歩
行

④
し
っ
か
り
足
腰

⑤
ら
く
ら
く
屈
伸

▽
コ
ー
ス

①
月
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
〜

3
時
30
分

②
火
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

③
水
曜
日
コ
ー
ス　

午
後
2
時
〜

3
時
30
分

④
金
曜
日
コ
ー
ス　

午
前
11
時
〜

午
後
0
時
30
分

▽
期
間

▽
対
象

▽
利
用
料

▽
募
集
人
数

◆
事
前
説
明
会

▽
日
時

▽
場
所

▽
申
込
期
限

▽
申
込
方
法

▽
申
込
み
・
問
合
せ

－

高
齢
者
に
も
安
心
の
マ
シ
ン

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の

参
加
者
を
募
集
!
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平成20年度ひょうご健康食生活実態調査の結果「県民の食生活の姿」が分かりました。
野菜（きのこ・海藻類含む）の摂取量（15歳以上）は243g／日でした。目標の350g／日と比べて不足しています。

市では、｢豊岡市健康行動計画｣“とよおか健康ぷらん21”の策定に当たり、一昨年市民アンケートを実施しました。
その調査結果を基に、｢朝ごはん｣の大切さを６回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

食で健康づくりを応援④

～野菜足りてますか？～

健康川柳

ヘルシーな　野菜志向で　いる鼓動
岳柳 

※とよおか健康川柳から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん

エネルギー　29kcal
塩分0.7ｇ／１人分

朝ごはん
簡単レシピの紹介

ピーマンのおかかあえ

　たてに切ったピーマンが食べにくいようなら、繊維に逆
らって輪切にすると柔らかくなります。かつお節は最後に
加えてください。ピーマンに味がつくまでにかつお節が調
味料を吸ってしまいます。

作り方
①ピーマンはたて半分に切り、種を除いて、たて向きに5mm幅に
切る。

②鍋に湯を沸かし、①のピーマンを入れさっとゆで、冷水に取り、
軽くしぼっておく。

③ボールに砂糖としょうゆを入れてよく混ぜる。
④③に②のピーマンを入れしっかり混ぜ、最後にかつお節を加える。

材料（4人分）
・ピーマン　中6個
・砂糖　　　小さじ1
・しょうゆ　大さじ1
・かつお節　小2袋

☆他の野菜でアレンジ
　ブロッコリー・
　小松菜・白菜など

1日に必要な野菜350g／成人
※これは一例です野菜を十分に食べて疾病を予防しよう！

　野菜にはビタミン・ミネラル・食物繊維など、体の調子を整える栄養素
が含まれています。
　免疫力の向上・抗酸化作用などにより、脳卒中・高血圧・がん・風邪など
を予防する効果があるといわれています。

野菜はメタボ予防に効果的！
　野菜をしっかり食べると満腹感が得られ、過剰なエネルギー摂取を防
ぎます。食物繊維は、コレステロールの吸収を妨げたり、血糖値を上げ
にくくする働きがあり、動脈硬化や糖尿病を予防するといわれています。

野菜をしっかり食べるためのひと工夫!
＊1皿70gが目安、1日5皿を3回の食事でとりましょう。
＊ゆでる・蒸す・いためると量が減り生野菜の数倍食べられます。
＊作り置きの野菜料理を用意しましょう（きんぴらごぼう・ひじきのいため
煮・ナムルなど）。

＊すぐ食べられる野菜を用意しましょう（トマト・キュウリなど）。
＊いつもの肉・魚料理の付け合わせ野菜を増やしましょう。
＊具だくさんの汁にしましょう（けんちん汁・ミネストローネなど）。

・ピーマン
 （但馬は近畿最大の産地です）
・神鍋高原キャベツ
・トマト
・山うど
・シルクなす　など　

但馬産地の野菜
地産地消でみんな元気・みんな安心！

具だくさんみそ汁 ホウレン草の白菜巻き モヤシとキノコのいためもの タマネギのポトフ風 ブロッコリーとジャガイモのサラダ

上の写真の野菜を使って5皿
の料理を作ってみました
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い
方
へ
と
流
れ
て
平
ら
な
山
に
な

り
ま
す
。安
山
岩
の
溶
岩
は
、中
間

的
な
性
質
で
富
士
山
の
よ
う
な
形

の
火
山
に
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
火
山
の
形
を
見
れ
ば

岩
石
の
種
類
や
噴
火
の
様
子
を
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　「玄武洞」は○、「富士山」は×？

　

花
に
親
し
む
た
め
に
は
、ま
ず

花
の
名
前
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。大
地
に
親
し
む
た
め
に

は
、岩
石
の
名
前
を
知
る
こ
と
が

近
道
で
す
。火
山
の
噴
火
に
よ
っ

て
流
れ
出
た
溶
岩
が
固
ま
る
と
、

急
激
に
冷
え
て
細
か
い
組
織
の
火

山
岩
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
17
年（
1
8
8
4
年
）、東

京
大
学
教
授
の
小
藤
文
次
郎
さ
ん

は
、火
山
岩
の
中
で
黒
っ
ぽ
い
も

の
を
豊
岡
市
の
玄
武
洞
か
ら「
玄

武
岩
」、灰
色
っ
ぽ
い
も
の
を
富
士

山
か
ら「
富
士
岩
」、白
っ
ぽ
い
も

の
を「
流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

」と
命
名
し
ま
し
た
。

し
か
し
、富
士
山
の
溶
岩
は
富
士

岩
だ
け
で
は
な
く
玄
武
岩
も
含
ま

れ
て
い
た
の
で
、地
質
調
査
所
で

は
、英
語
の
語
源
で
あ
る
ア
ン
デ

ス
の
岩
か
ら「
安
山
岩
」と
し
、10

年
足
ら
ず
で「
富
士
岩
」の
名
前
は

消
え
ま
し
た
。

　

溶
岩
は
、色
に
よ
っ
て
粘
性
が

変
わ
り
ま
す
。流
紋
岩
の
溶
岩
は

色
が
白
く
、ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う

に
ド
ロ
ド
ロ
し
て
い
ま
す
。反
対

に
黒
い
玄
武
岩
の
溶
岩
は
、水
の

よ
う
に
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、流
紋
岩
溶
岩
の
火

山
は
、盛
り
上
が
っ
て
火
口
が
詰

ま
り
大
爆
発
を
起
こ
し
ま
す
。一

方
の
玄
武
岩
溶
岩
の
火
山
は
、低

▲流紋岩 ▲安山岩（旧富士岩） ▲玄武岩

家
の
漬
物
石
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
か
も
？

　

玄
武
洞
だ
け
じ
ゃ
な
く
、神
鍋

山
か
ら
噴
出
し
た
溶
岩
も
玄
武
岩

な
ん
だ
。神
鍋
高
原
に
流
れ
る
稲い
な

葉ん
ば

川
で
は
、溶
岩
で
で
き
た
滝
や
、

川
が
溶
岩
を
削
っ
て
面
白
い
形
が

で
き
た
様
子
が
観
察
で
き
る
よ
。

　

神
鍋
の
玄
武
岩
は
穴
が
空
い
て

る
石
が
多
い
け
ど
、こ
れ
は
、噴
火

し
た
と
き
に
溶
岩
に
含
ま
れ
て
い

た
ガ
ス
が
抜
け
た
跡
な
ん
だ
。

●「
玄
武
岩
」っ
て
ど
ん
な
石
？

　

テ
レ
ビ
で
火
山
か
ら
溶
岩
が
流

れ
出
る
映
像
を
見
た
こ
と
が
あ
る

か
な
？

　

火
山
か
ら
生
ま
れ
た
石
の
う
ち
、

よ
く
流
れ
る
サ
ラ
サ
ラ
の
溶
岩
が

固
ま
っ
た
も
の
が「
玄
武
岩
」な
ん

だ
。

　

玄
武
岩
は
、急
に
冷
や
さ
れ
た

の
で
き
め
細
か
く
、均
質
で
硬
い

ん
だ
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
何
倍

も
硬
い
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。

　

が
ん
じ
ょ
う
で
形
が
整
っ
て
い

る
の
で
、市
内
で
も
、石
垣
に
よ

く
使
っ
て
あ
る
よ
。城
崎
温
泉
街

の
真
ん
中
を
流
れ
る
大お
お

谿た
に

川
の
両

岸
に
積
ん
で
あ
る
石
も
玄
武
岩

な
ん
だ
。こ
の
石
は
、大
正
14
年

（
1
9
2
5
年
）に
発
生
し
た
北
但

馬
地
震
の
被
害
で
崩
れ
た
玄
武
洞

公
園
付
近
の
玄
武
岩
が
利
用
さ
れ

た
ん
だ
。昔
の
人
は
石
を
有
効
に

使
っ
た
ん
だ
ね
。

　

玄
武
岩
は
、石
の
中
で
も
比
重

が
大
き
い
の
で
漬
物
石
に
最
適
な

ん
だ
。も
し
か
す
る
と
皆
さ
ん
の

▲大谿川の石積（城崎町
湯島）

▲神鍋溶岩流（日高町栃
本）

漬
物
は

ワ
シ
に

ま
か
せ
ろ

げ
ん
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た

「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
④　
　

　

道
路
は
、
大
切
な
み
ん
な
の
財

産
で
す
。

　

道
路
上
に
許
可
な
く
設
置
さ
れ

て
い
る
看
板
や
植
木
鉢
と
い
っ
た

工
作
物
、
道
路
上
に
は
み
出
し
た

庭
木
の
枝
葉
な
ど
は
、
道
路
を
利

用
す
る
人
や
車
の
往
来
に
危
険
を

及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
安
全
に
安
心
し
て
道

路
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
道
路
上
に
は
物
を
置
か
ず
、

庭
木
の
枝
葉
な
ど
が
は
み
出
し
て

い
る
場
合
に
は
せ
ん
定
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
道
路
上
に
物
を
置

く
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
や
県
、

市
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
を
管

理
す
る
機
関
に
道
路
占
用
許
可
を

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
道
の
占
用
許
可
は
、
建
設
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
道
路
美
化
に
協
力
を
!

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
ラ

イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る

音
楽
グ
ル
ー
プ
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の「
8ハ
シ

エ

ン

ダ

4
E
N
D
A
」の

皆
さ
ん
が
、12
月
19
日
、日
ご
ろ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
形
で
表
現
し
た

い
と
の
こ
と
か
ら
、ア
イ
テ
ィ
と

J
R
豊
岡
駅
を
接
続
し
て
い
る
市

道
の
駅
東
西
連
絡
道
を
清
掃
さ
れ

ま
し
た
。

　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
美
し
い
道
路
を

維
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
も
道
路

美
化
に
協
力
く
だ
さ
い
。

︽
問
合
せ
︾
建
設
課
建
設
管
理
係

　

☎
23
－
1
1
1
5

▲駅東西連絡道を清掃する
「84ENDA」の皆さん

道
路
は
正
し
く
利
用
し
て
美
し
く

　

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
地
区
構
想
の
策
定
の
た
め
、

「
日
高
地
区
ま
ち

づ
く
り
会
議
」で

は
、「
地
区
の
将
来

像
」を
決
め
る
た

め
の
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

11
月
27
日
、
大
阪
大
学
大
学
院

准
教
授
の
小
浦
久
子
さ
ん
を
招
き
、

「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

小
浦
さ
ん
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
事
例
や
歴
史
の
講
和
を
し
て
い

た
だ
き
、
会
長
の
吉
田　

勲
さ
ん

を
座
長
と
し
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
ま
ち

づ
く
り
の
質
問
に
、
小
浦
さ
ん
か

ら
次
の
よ
う
な
助
言
を
受
け
ま
し

た
。

①
地
域
の
特
色
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
重
要

②
地
域
内
で
お
金
が
回
り
、
住
み

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
大
切

③
道
路
や
公
園
な
ど
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
や
可
能
性
に
違
い

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
や
り
く

り
を
考
え
た
使
い
方
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
大
切

④
ま
ち
づ
く
り
は
、
何
を
持
っ

て
成
功
と
い
う
の
か
難
し
い
が
、

少
し
で
も
良
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
良
い
。

⑤
仕
事
の
ニ
ー
ズ
と
ビ
ジ
ネ
ス
が

あ
れ
ば
、
高
齢
者
も
安
全
・
安

心
に
暮
ら

せ
る
手
掛

か
り
に
な

る
。
な
ど

　

今
後
、
小
浦
さ
ん
の
講
話
や
助

言
を
参
考
に
し
て
、
地
区
の
将
来

像
や
方
針
を
策
定
し
ま
す
。

■「
日
高
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」

の
活
動
経
過

11
月
13
日　

第
6
回
日
高
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
議

・
将
来
像
に
つ
い
て
懇
談

11
月
27
日　

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

・
小
浦
さ
ん
の
講
和
、
意
見
交
換

12
月
21
日　

第
7
回
日
高
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
議

・
将
来
像
を
グ
ル
ー
プ
討
議

　

市
で
は
、今
年
度
か
ら
、小
学
校
区
程
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
範
囲

を
対
象
に
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン「
地
区
構
想
」の
策
定
に
向
け
て
、取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
で
い
る「
日
高
地
区
」の
取
組
み
に
つ
い
て
、2

カ
月
に
1
回
、シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
☎
23
－
1
7
1
2
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【
12
月
】

17
日　

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
能
見
篤

史
選
手
、市
長
表
敬
訪
問
・

母
校
出
石
中
学
校
訪
問

22
日　

第
2
次
行
政
改
革
大
綱
・

同
実
施
計
画
策
定

24
日
・
平
成
21
年
豊
岡
市
政
10
大

ニ
ュ
ー
ス
発
表

　
　

・
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
玄
武
岩 

の「
玄
さ
ん
」ジ
オ
パ
ー
ク・

観
光
Ｐ
Ｒ（
城
崎
温
泉
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
、
26

日
、
白
虎
洞
清
掃
な
ど
）

28
日　

市
役
所
仕
事
納
め
式

29
日　

市
内
中
小
企
業
融
資
窓
口

を
開
設（
〜
30
日
）

31
日　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
〜
1
月
1
日
）

【
1
月
】

3
日　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春

特
別
開
館

4
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

7
日　

城
崎
消
防
団
出
初
式

9
日　

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

初
式

10
日
・
豊
岡
・
竹
野
・
但
東
消
防

団
出
初
式

　
　

・
豊
岡
市
成
人
式

11
日　

出
石
消
防
団
出
初
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

12
月
18
日
、
韓
国
の
忠チ
ュ
ン

清チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド
ウ

に
あ
る
礼
山
郡
で「
第
１
回
歴
史

的
な
繁
殖
地
の
復
元
の
た
め
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
礼
山
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
国
の
研
究
者
や
礼

山
郡
の
農
家
な
ど
の
住
民
、
副
郡

長
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
関
係
者
、

韓
国
の
鳥
類
・
農
業
研
究
者
な
ど
、

約
1
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
市
職
員
も
招
待
を
受
け
て
出

席
し
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
復
活
と
地

域
再
生
の
取
組
み
と
過
程
」と
題

し
、
豊
岡
に
お
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

復
活
の
歴
史
や
人
々
の
努
力
、
環

境
経
済
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し

て
い
た
礼
山
郡
で
は
、
今
年
４
月

か
ら
国
の
支
援
を
受
け
て
、
韓
国

版「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」の
建

設
が
行
わ
れ
、
平
成
24
年
の
放
鳥

に
向
け
て
、
準
備
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11

月
に
は
、
国
や
地
元
の
行
政
職
員
、

農
家
、
新
聞
記
者
な
ど
が
豊
岡
を

視
察
。
地
域
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
た

め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

迎
え
入
れ
の
た
め
の
活
動
が
少
し

ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直

接
的
な
利
益
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
か
」、「
誰
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
め
ば
豊
岡
の
よ
う
に
復
元

で
き
る
の
か
」な
ど
の
質
問
が
相

次
ぎ
、
予
定
時
間
を
１
時
間
以
上

過
ぎ
る
ほ
ど
白
熱
し
ま
し
た
。　

　

最
後
に
は
、
取
組
み
に
関
わ
っ

た
多
く
の
方
々
の
努
力
で
本
市
が

こ
こ
ま
で
来
た
こ
と
を
理
解
さ
れ
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
ぜ
ひ
私
の
地
区

で
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
い
う

声
が
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

経
済
情
勢
が
依
然
厳
し
い
中
、

多
く
の
中
小
企
業
が
経
営
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
国
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
や
市
の
中
小
企

業
融
資
・
利
子
補
給
制
度
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
12
月
29
日
・
30
日
に

商
工
課
に
融
資
窓
口
を
開
設
し
、

市
内
の
中
小
企
業
の
年
末
の
資
金

確
保
と
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
窓
口
業
務
で
は
、
①
国
の
中

小
企
業
信
用
保
険
法
第
2
条
第
4

項
第
5
号
の
認
定（
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
保
証
）②
豊
岡
市
中
小

企
業
融
資
申
込
み
受
付
③
豊
岡
市

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給
申
請
の

受
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
兵
庫
県
信
用
保

証
協
会
但
馬
支
所
、
豊
岡
商
工
会

議
所
や
各
商
工
会
も
特
別
相
談
窓

口
を
開
設
さ
れ
、
企
業
経
営
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

1
月
4
日
、
豊
岡
市
賀
詞
交
換

会
を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、

市
民
・
企
業
・
行
政
関
係
者
な
ど

約
1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
中
貝
市
長
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
合
言
葉
は

「
不
可
能
へ
の
挑
戦
」、
キ
ー
ワ
ー

ド
は「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」と「
大

交
流
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
救
急
医
療
の

飛
躍
的
な
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と

や
、
危
機
管
理
の
上
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
役
所
の
両
方
の
災
害

対
応
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、岡
市
議
会
議
長
は
、「
健
康

増
進
施
設
や
新
庁
舎
建
設
、小
中
学

校
の
耐
震
化
整
備
な
ど
確
実
に
ま

ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。第
2
次

行
政
改
革
も

4
月
か
ら
始

ま
り
、地
方
分

権
が
進
む
中
、

議
会
の
責
務

は
大
き
い
」

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

市
民
・
企
業
の
皆
さ
ん
な
ど
と

新
春
を
祝
う
賀
詞
交
換
会
を
開
催

年
末
に
企
業
融
資
窓
口
を
市
役
所
に
開
設

市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
支
援

▲シンポジウムの会場風景

韓
国
・
礼イ

ェ
サ
ン山
郡
で

豊
岡
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
を
報
告

▲市歌斉唱する参加者

広報とよおか　2010.1.25 20



　

玄
さ
ん
人
気
急
上
昇
中
で
す
。

「
ど
こ
に
行
っ
た
ら
玄
さ
ん
に
あ

え
る
の
？
」「
孫
を
連
れ
て
玄
武
洞

に
行
っ
た
け
ど
、い
な
か
っ
た
ぞ
」

昨
年
11
月
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
市

役
所
に
は
3
0
0
件
近
い
問
い
合

わ
せ
や
苦
情
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

「
玄
さ
ん
は
、
普
段
市
役
所
の
物

置
で
寝
て
い
ま
す
」と
も
言
え
ず
、

困
り
果
て
た
市
の
観
光
課
が
、
12

月
10
日
、
玄
武
洞
に
玄
さ
ん
の
顔

出
し
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
ま
た
大
人
気
で
す
。

　

複
数
の
テ
レ
ビ
局
が
ニ
ュ
ー
ス

番
組
の
中
で
特
集
を
組
み
、
さ
ら

に
東
京
の
某
テ
レ
ビ
局
か
ら
は
出

演
依
頼
も
来
て
い
ま
す
。
市
内
企

業
が
出
展
す
る
見
本
市
に
出
演
す

る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

六
角
形
の
固
そ
う
な
顔
に
ね
じ

り
鉢
巻
き
と
怒
り
マ
ー
ク
。
玄
さ

ん
を
見
て
、
泣
き
な
が
ら
逃
げ
て

い
っ
た
子
も
い
ま
す
。

　

玄
さ
ん
は
、
も
と
は
職
員
向
け

の「
参
画
と
協
働
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
総
務
課
の
職

員
が
発
案
し
ま
し
た
。
そ
の
元
祖

玄
さ
ん
は
、市
営
バ
ス「
イ
ナ
カ
ー
」

の
車
両
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
玄
武
岩
の
着
ぐ
る
み

を
作
る
こ
と
に
な
り
、
観
光
課
が

デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
私
の
所
に
持
ち
込
ま
れ
る

案
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
か
わ
い
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

「
こ
ん
な
の
ダ
メ
。
が
ん
こ
親
父

み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
？
」

　

そ
れ
を
も
と
に
職
員
が
最
終
的

に
作
り
上
げ
た
の
が
、
現
在
の
玄

さ
ん
で
す
。「
困
っ
た
玄
さ
ん
」は
、

観
光
課
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　

玄
さ
ん
に
年
賀
状
が
届
き
ま
し

た
。「
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

見
た
し
ぶ
い
顔
が
大
好
き
」「
テ

レ
ビ
を
見
て
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し

た
」ど
ち
ら
も
女
性
で
す
。

　

担
当
者
は
大
乗
り
で
す
。

「
市
長
、
玄
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み

が
で
き
ま
し
た
」「
あ
は
は
っ
」

「
市
長
、
玄
さ
ん
シ
ー
ル
の
見
本

で
す
」「
あ
は
は
っ
」

「
市
長
、」「
あ
は
は
っ
」「
ま
だ
何
も

言
う
て
ま
せ
ん
」

　

そ
の
調
子
、そ
の
調
子
で
す
。

ス
タ
ー
誕
生

27

　

ヘ
ル
シ
ン
キ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
各
地

へ
路
線
を
展
開
し
て
い
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
航
空
の
機
内
誌「
ｂ
ｌｕｅ

ｗ
ｉｎｇ
ｓ
」の
12
月
号
と
１
月
号
に
、

本
市
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
の
協
力
で
、
昨
年
9
月
に
同

誌
の
編
集
長
が
取
材
に
来
訪
さ
れ
、

そ
れ
が
記
事
に
な
り
、
城
崎
温
泉
、

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
号

で
は
、
城
崎
温
泉
は
、
浴
衣
に
下

駄
で
外
湯
め
ぐ
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
日
本
で
も
有
数
の
温
泉

地
で
あ
る
と
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
地
域
の
人
々
の
絶
え
間
な
い
努

力
の
結
果
、
復
活
し
た
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
城
崎
温

泉
は
、
１
月
号
で
再
度
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
内
誌
は
、
年
間
8
百
万

人
以
上
の
乗
客
を
乗
せ
て
世
界
を

飛
ぶ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
の
全

座
席
に
置
か
れ
ま
す
。

　

1
月
と
2
月
、
世
界
の
空
の
ど

こ
か
で
豊
岡
の
記
事
を
目
に
さ
れ
、

世
界
中
か
ら
来
訪
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
出
石
町
出
身
で
、
全
日
本

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
活
躍
中
の
井
上
香
織
さ

ん
の
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

や
ボ
ー
ル
な
ど
、
市
に
寄
贈
さ
れ

た
記
念
品
を
、
総
合
体
育
館
ロ
ビ

ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
井
上
さ
ん
ほ

か
日
本
代
表
選
手
5
人
の
写
真
入

り
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
12
月
４
日
に

寄
贈
い
た
だ
き
、
追
加
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
に
見
て
い
た
だ
き
、

井
上
さ
ん
の
よ
う
に
世
界
に
は
ば

た
い
て
い
る
選
手
を
応
援
す
る
と

と
も
に
、
夢
や
希
望
を
抱
い
て
世

界
に
挑
戦
す
る
選
手
が
、
今
後
も

本
市
か
ら
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ

て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
の
、
今
後
一
層
の
活

躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▲機内誌のコウノトリの郷公園・城崎温泉・床瀬そば紹介ページ
▲井上香織さんサイン入りグッズなどの
展示コーナー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
の
機
内
誌﹁
ｂブ

ル

ー

ウ

イ

ン

グ

ス

ｌ
ｕ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
﹂に

豊
岡
市
が
紹
介
・
掲
載
さ
れ
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を

総
合
体
育
館
に
本
市
出
身
の﹁
井
上
香
織
選
手
﹂応
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
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市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
初
詣
で

願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
！

城 崎城 崎

正
月
あ
そ
び
だ
よ
ー
‼
全
員
集
合
‼

笑
っ
て
元
気
な
地
域
づ
く
り

正
月
遊
び
は
楽
し
い
よ
！

竹 野竹 野

豊
岡
消
防
団
出
初
式

地
域
の
助
っ
人
・
消
防
団

新
年
の
ス
タ
ー
ト

豊 岡豊 岡

▲｢一願成就｣の鼻かけ地蔵にお願いしました！

  

新
年
に
入
っ
て
、
各
消
防
団（
日
高
を
除
く
）の
出

初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
10
日
の
豊
岡
消
防
団
出
初
式
に
は
、
団
員
約

4
5
0
人
が
参
加
し
、
団
長
の
西
垣
豪
太
郎
さ
ん
が
、

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
励
も
う
」と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
立
中
央
駐
車
場
で
、
分
列
行
進
・
ポ

ン
プ
車
操
法
な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
車
が
一
斉
放
水

を
開
始
す
る
と
、
見
学
者
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

各
消
防
団
は
、
消
防
活
動
の
ほ
か
、
救
命
講
習
、

水
防
訓
練
な
ど
も
実
施
し
、
昨
年
は
、
佐
用
町
で
災

害
救
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
全
消
防
団

の
力
を
結
集
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

　

1
月
4
日
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
コ
ー
ち
ゃ
ん
」

「
オ
ー
ち
ゃ
ん
」「
玄
さ
ん
」が
、
鼻
か
け
地
蔵
尊（
城

崎
町
楽さ

さ々

浦う
ら

）に
初
詣
で
を
し
ま
し
た
。

　

鼻
か
け
地
蔵
は
、
願
い
事
を
1
つ
だ
け
叶
え
て
く

れ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
3
体
が
願

掛
け
に
向
か
っ
た
も
の
で
す
。
コ
ー
ち
ゃ
ん
は「
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
」を
、
オ
ー
ち
ゃ
ん
は「
環

境
都
市
・
豊
岡
の
実
現
」を
、
そ
し
て
玄
さ
ん
は
、
さ

い
銭
1ジオ
パ
ー
ク

8
9
円
を
投
げ
入
れ
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登

録
」を
、そ
れ
ぞ
れ
祈
願
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
市
民
ら
も
お
参
り
し
、
そ
の
後
、
祠ほ
こ
ら

の
前

で
地
蔵
の
由
来
の
紙
芝
居
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

　

1
月
6
日
、
森
本
区
会
館（
竹
野
町
森
本
）で
、「
正

月
あ
そ
び
だ
よ
ー
‼
全
員
集
合
‼
」が
催
さ
れ
、
地

元
の
小
学
生
や
保
育
園
児
ら
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

竹
野
南
地
区
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
る「
よ
つ
ば
の
会
」の
協
力
で
、
会
場
で
は
、

す
ご
ろ
く
作
り
や
福
笑
い
な
ど
の
正
月
遊
び
、
お
い

し
い
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
三
輪　

楓か
え
で

さ
ん（
竹
野
南
小
3
年
）は

「
自
宅
か
ら
遠
い
人
と
も
遊
べ
た
し
、
遊
び
も
面
白

い
」と
話
し
、
ま
た
、
よ
つ
ば
の
会
代
表
の
冨
森
と
も

子
さ
ん（
竹
野
町
坊
岡
）は「
と
に
か
く
元
気
な
地
域

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲はしご車・消防ポンプ自動車14台による一斉放水は、
見事な光景

▲よつばの会の皆さんが手作りした｢玄さん｣の福笑い
を楽しむ子どもたち
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メ
ッ
セ
ー
ジ
風
船
が
飛
来

元
旦
に
異
国
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
感
激

但 東但 東

宵よ
い

田だ

十
日
え
び
す

商
売
繁
盛
･
家
内
安
全
を
願
い

恒
例
の
く
じ
引
き
で
運
試
し
！

日 高日 高

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
民
が
集
い
、新
年
の
幕
開
け

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲くじを確かめる参拝者たち｢何が当たったかな｣

　

１
月
10
日
、
日
高
町
宵
田
の
西
宮
神
社
で
商
売
繁

盛
・
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
す
る「
宵
田
十
日
え
び

す
」が
行
わ
れ
、
小
雨
が
降
る
中
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
方
が
福
を
求
め
て
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

参
拝
者
は
、
拝
殿
に
お
参
り
し
た
後
、
恒
例
の
く

じ
引
き
で
、
今
年
1
年
の
運
試
し
に
挑
戦
。
景
品
に

は
、
城
崎
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
や
家
電
製
品
な
ど
が
あ

り
、
中
で
も
、
お
札
や
巾
着
な
ど
が
笹さ
さ

に
く
く
り
つ

け
ら
れ
た
区
民
手
作
り
の
笹
鯛
が
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
宵
田
区
長
の
高
階
正
夫
さ
ん
は「
こ
の
笹

鯛
は
、
1
年
経
っ
て
も
笹
が
落
ち
ず『
つ
き
が
落
ち

な
い
』と
評
判
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
福
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲メッセージ風船を手にして喜ぶ森下輝代さん

　

1
月
1
日
、
但
東
町
奥
赤
の
森
下
久ひ
さ

儀の
り

さ
ん
の
畑

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
書
か
れ
た
風
船
が
飛
来
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
朝
、
妻
の
輝
代
さ
ん
が
、
雪
の
積
も
っ

た
自
宅
近
く
の
畑
で
、
水
色
の
3
つ
の
風
船
を
発
見

し
、
風
船
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

が
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

英
語
で「
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
」と
、
韓
国
語

で「
２
０
１
０
年
が
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
み
ん

な
が
元
気
で
い
て
ほ
し
い
」「
家
族
が
健
康
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
」な
ど
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

輝
代
さ
ん
は「
新
年
早
々
異
国
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
夢
の
よ
う
で
感
激
し
ま
し
た
。
今
年
は
良

い
こ
と
が
あ
る
か
も
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
31
日
、
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル（
出

石
町
水む
な

上が
い

）で
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
で
の
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て
の
試

み
で
、
津
軽
三
味
線
の
音
色
に
乗
っ
た
よ
さ
こ
い
踊

り
が
口
火
を
切
り
、
会
場
を
活
気
付
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
フ
リ
ー
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
司
会
者
の
合
図
で
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
に
入
る
と
、
そ
の
時
を
待
っ
て
い
た
観
客
ら

は
、
日
付
が
変
わ
る
と
同
時
に
手
に
し
た
ク
ラ
ッ
カ

ー
を
鳴
ら
し
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

に
ぎ
や
か
な
新
年
を
迎
え
た
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
は
、

し
ん
と
す
る
白
銀
の
世
界
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

▲新年の幕開けを会場全体で祝いました
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城
崎
温
泉
へ
の
思
い
が
強
く

　
「
城
崎
温
泉
に
は
、
浴
衣
姿
が

似
合
う
で
し
ょ
う
。
浴
衣
に
ち
な

ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
し
て
い

ま
す
よ
」と
話
す
の
は
、
城
崎
文

化
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
井
本
裕
人
さ
ん
。

　

井
本
さ
ん
は
、
京
都
の
大
学
を

卒
業
後
、
実
家
の
旅
館
業
を
継
ぐ

た
め
、
26
歳
の
と
き
に
城
崎
に
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
地
元
に
帰
っ
て
来
て
、こ
れ
だ

け
素
晴
ら
し
い
温
泉
街
の
あ
る
城

崎
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
」と
話
す
井
本
さ
ん
。

ゆ
か
た
の
似
合
う
ま
ち
へ

　

井
本
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
同

会
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、平
成
6
年
の
但
馬
・

理
想
の
都
の
祭
典
の
と
き
に
、
城

崎
温
泉
を「
ゆ
か
た
の
似
合
う
ま

ち
」と
し
て
、
全
国
に
売
っ
て
い

こ
う
と
、「
ゆ
か
た
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
」の
実
行
委
員
会
と
し

て
立
ち
上
げ
、
翌
年
か
ら
城
崎
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
と
、
官
と

民
が
一
体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た

団
体
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、「
み
ん
な
の
傘
」

の
設
置
、レ
ン
タ
ル
ゆ
か
た
、オ
リ

ジ
ナ
ル
う
ち
わ
の
販
売
、
七
夕
ま

つ
り
、
ゆ
か
た
の
夢

絵
画
展
、
古
着
ゆ
か

た
の
リ
フ
ォ
ー
ム
展

な
ど
で
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
委

員
長
を
務
め
る
井
本

さ
ん
は
「
私
が
入
会

す
る
ま
で
に
先
輩
方

が
数
々
の
事
業
を
展
開
さ
れ
て
き

ま
し
た
。事
業
を
引
き
継
ぎ
、ゆ
か

た
の
似
合
う
ま
ち
城
崎
温
泉
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

気
持
ち
が
晴
れ
る
み
ん
な
の
傘

　
「
み
ん
な
の
傘
」は
、
も
し
も
雨

や
雪
が
降
っ
た
と
き
に
、
誰
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
、
7
つ
の
外
湯

の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
や
旅

館
案
内
所
、
市
役
所
城
崎
総
合
支

所
な
ど
14
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
傘
は
ピ
ン
ク
色
で
、
デ
ザ
イ

ン
は
柳
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
や
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
な
ど
の
前

に
は
、
必
ず
、
会
の
メ
ン
バ
ー
で

傘
の
点
検
や
修
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
し
、
手
元
に
こ
の
傘
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、次
の
方
の
た
め
に
最
寄
り
の
専

用
傘
立
て
に
お
返
し
く
だ
さ
い
」

と
話
す
井
本
さ
ん
。

温
泉
街
を
彩
る
レ
ン
タ
ル
ゆ
か
た

　

レ
ン
タ
ル
ゆ
か
た
は
、
白
地
で

は
な
く
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
地
の
浴

衣
を
、
特
に
女
性
の
方
に
レ
ン
タ

ル
し
、
浴
衣
姿
で
城
崎
温
泉
街
を

歩
い
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
取
組

み
で
す
。

　

井
本
さ
ん
は「
レ
ン
タ
ル
ゆ
か

た
は
、
上
着
を
着
な
く
て
も
い
い

5
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
各
旅

館
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
年
間
を
通
し
て
色
地
の
浴

衣
を
置
い
て
い
る
旅
館
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
色
地
の
浴
衣
を
着
ら

れ
る
こ
と
で
温
泉
街
が
明
る
く
な

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
」と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
で

　
「
古
き
も
の
を
残
し
つ
つ
、
新

し
い
も
の
も
取
り
入
れ
、
お
も
て

な
し
の
心
で
、
城
崎
温
泉
の
発
展

の
た
め
に
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
で
す
」と
井
本
さ
ん
は

話
し
な
が
ら
も
、
お
客
さ
ん
を
迎

え
入
れ
る
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

城
崎
地
域
で
、善
意
の
傘
を
設
置
し
た
り
、「
ゆ
か
た
の
似

合
う
ま
ち
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
代
表
者
の
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

井
本
裕ひ

ろ

人と

さ
ん（
37
歳
）城
崎
町
湯
島

▲城崎文化フェスタ実行委員
会委員長の井本さん。趣味
は、魚釣り、Ｂ級グルメ研究、
お酒めぐり

城
崎
の
文
化
を
広
げ

温
泉
街
を
華
や
か
に
す
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

「みんなの傘」の修理古着ゆかたのリフォーム展

七夕まつり浴衣姿が似合う城崎温泉
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「
広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
」

シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
と
し
て
、
今
回

か
ら
市
立
幼
稚
園
を
紹
介
し
ま
す
。

　

城
崎
温
泉
街
の
玄
関
口
に
位
置

す
る
城
崎
幼
稚
園
。
円
山
川
や
来

日
岳
な
ど
自
然
の
恵
み
に
囲
ま
れ
、

園
児
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
楽
し
く

園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
12
日
、
季
節
の
行
事「
ど

ん
ど
」が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

福
が
来
ま
す
よ
う
に
！

　
「
お
正
月
に
お
迎
え
し
た
神
様

を
、
今
日
、
み
ん
な
で
お
見
送
り

し
ま
す
」

　

し
め
縄
を
手

に
し
な
が
ら
分

か
り
や
す
く

説
明
し
て

く
れ
る
園

長
先
生
の

話
を
、
じ
っ
と
熱
心
に
聞
く
園
児

た
ち
。

　

早
速
、
火
が
付
け
ら
れ
、
ど
ん

ど
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、「
パ
チ
パ

チ
」と
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
炎
が

燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
悪
い
虫
や

病
気
を

追
い
払
う
た
め

に
、
パ
チ
パ
チ
と
い

う
音
が
鳴
り
ま
す
」と
話
す
先
生
。

園
児
た
ち
は
、
福
が
来
ま
す
よ
う

に
と
祈
り
ま
し
た
。

天
ま
で
届
け
！

　

そ
し
て
、

炎
の
中
に
、

園
児
た
ち
の
書

き
初
め
が
投
げ

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

炎
と
と
も

に
、
燃
え
た
書

き
初
め
が
高
く

上
が
る
と
字
が

上
手
に
な
る
と

聞
い
た
園
児
た
ち

か
ら
は
、「
上
が
っ
た
！
上
が
っ

た
」「
め
っ
ち
ゃ
上
が
っ
と
る
」と

歓
声
が
次
々
に
上
が
り
ま
し
た
。

頭
も
良
く
な
り
ま
す
よ
う
に

　

火
が
鎮
ま
り
、

煙
だ
け
が
立

ち
込
め
る
よ

う
に
な
る
と
、

煙
が
か
か
れ
ば

頭
が
良
く
な
る

と
聞
い
た
園
児
た
ち
は
、
そ
の
煙

に
自
分
た
ち
の
頭
を
向
け
ま
す
。

　

字
だ
け
で
な
く
、
頭
も
良
く
な

り
ま
す
よ
う
に
…
。

も
ち
を
焼
い
て

　

体
も
心
も
ほ
っ
こ
り
と

　

ど
ん
ど
が
終
わ
る
と
、
地
域
の

方
か
ら
い
た
だ
い
た
手
作
り
の
も

ち
を
焼
い
て
食
べ
ま
す
。

　
「
本
来
は
ど
ん
ど
で
焼
く
ん
だ

け
ど
ね
」と
、

今
日
は
先
生
が

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
お
い
し
く

焼
い
て
く
れ
ま

し
た
。「
お
い
し

い
」と
言
い
な
が
ら
、
虫
歯
や
、

病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
体
も
心
も
ほ
っ
こ

り
し
た
1
日
で
し
た
。

音
楽
の
楽
し
さ
、
喜
び
を
共
有

『
フ
リ
ー
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』（
豊
岡
）

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
、
サ
ッ
ク
ス
な
ど
が
高
ら
か
に

響
く
。

　

今
年
結
成
37
周
年
を
迎
え
る
フ

リ
ー
サ
ウ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

管
楽
器
を
主
体
に
ピ
ア
ノ
、
ベ
ー

ス
、
ド
ラ
ム
を
加
え
た
団
員
21
人

の
ジ
ャ
ズ
・
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
で
す
。

　

今
日
ま
で
、
単
独

コ
ン
サ
ー
ト
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

明
る
く
パ
ワ
フ
ル
な

演
奏
で
、
み
ん
な
に

元
気
を
与
え
て
き
ま

し
た
。

　

譜
面
の
数
は
千
曲

以
上
。
豊
富
な
レ
パ

ー
ト
リ
ー
と
確
か
な

演
奏
は
、
多
く
の
フ

ァ
ン
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
出

演
依
頼
が
あ
り
、
但
馬
地
域
の
ほ

と
ん
ど
の
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
他
の
音
楽
団
体
・
グ

ル
ー
プ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
共
演
）も
行
い
、
音
楽
を
共
有
で

き
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
学
校
で
演
奏

す
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
の
松
森　

淳
さ
ん（
下
陰
）

は「
長
い
活
動
の
中
で
、
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
竹
野
南

小
学
校
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
受
け

て
校
歌
を
演
奏
し

た
時
の
こ
と
で
す
。

普
段
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
慣
れ
て
い
る
の

か
、
最
初
キ
ョ
ト

ン
と
し
て
聴
い
て

い
た
生
徒
た
ち
が
、

『
あ
っ
校
歌
だ
』と

気
付
く
な
り
、
目

を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
、

大
き
な
口
を
開
け

て
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
音
楽
は
こ

う
い
う
感
動
が
あ

る
か
ら
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、『
趣
味
だ
け
ど
遊
び
じ
ゃ

な
い
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、
楽
し
み

な
が
ら
、
真
剣
に
音
楽
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
」と
熱
く
語

っ
て
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
23
ペ
ー
ジ
）

城
崎
幼
稚
園
（
城
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
23
人
〉

▲結成35周年リサイタル（平成20年10月）

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

①

広報とよおか　2010.1.2525
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ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、一

戸
建
て
の
建
物
な
ど
を
借
り
、一

定
期
間
生
活
を
し
て
退
去
す
る
ま

で
に
、使
用
上
や
金
銭
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。

　

消
費
者
は
、住
宅
の
賃
貸
借
契

約
の
経
験
が
少
な
く
契
約
内
容
を

十
分
確
認
せ
ず
に
契
約
す
る
た
め
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
慌
て
て
契
約
書

を
取
り
出
し
て
読
む
、と
い
っ
た

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、退
去
時
の
原
状
回
復
義

務
と
敷
金
返
還
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
退
去
の
流
れ

　

転
居
す
る
と
き
は
、ま
ず
賃
貸

借
契
約
書
を
読
み
、い
つ
ま
で
に

退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

確
認
く
だ
さ
い
。

①
退
去
通
知

　
　
　

扌

②
引
越
し
日
の
連
絡

　
　
　

扌

③
引
越
し
、鍵
返
還
、立
会
確
認　

　
　
　

扌

④
原
状
回
復
費
用
の
連
絡

　
　
　

扌

⑤
敷
金
精
算

●
退
去
時
の
原
状
回
復

　

生
活
す
る
以
上
、内
装
や
設
備

は
、あ
る
程
度
傷
み
ま
す
。賃
貸
期

間
に
見
合
っ
た
、通
常
の
使
用
方

法
に
よ
る
損
耗
や
退
色
は

賃
料
に
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、契
約
時
の
状
態

ま
で
戻
す
必
要
は
な
く
、例
え
ば
、

契
約
時
に
は
新
し
い
内
装
で
あ
っ

て
も
、３
年
間
借
り
た
場
合
は
、３

年
経
過
し
た
状
態
で
返
せ
ば
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
故
意
と
過
失

︹
賃
借
人︵
借
り
主
︶責
任
︺

　

賃
借
人
に
は
、賃
貸
物
件
に
対

し
、善
良
な
管
理
者
と
し
て
注
意

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

故
意
は
も
ち
ろ
ん
、過
失
に
よ

る
汚
損
や
破
損
は
、賃
借
人
責
任

で
修
繕
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
」「
引
越
し
業

者
が
や
っ
た
」と
い
う
の
は
通
じ

ま
せ
ん
。

●
通
常
使
用
・
自
然
損
耗

　
　
　
︹
賃
貸
人︵
貸
し
主
︶責
任
︺

　

日
照
に
よ
る
畳
の
変
色
、フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
色
落
ち
な
ど
は
、通
常

の
生
活
で
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、ま
た
、雨
漏
り
な
ど
の
構
造

上
の
欠
陥
に
よ
る
損

耗
も
含
め
、賃
借
人

に
は
責
任
が
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

※
国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
き
ま
す
。

●
敷
金
の
返
還

　

賃
借
人
が
負
担
す
べ
き
家
賃
の

未
払
い
や
原
状
回
復
費
用
な
ど
の

責
務
が
な
け
れ
ば
、敷
金
は
賃
借

人
に
全
額
返
還
さ
れ
る
べ
き
金
銭

で
す
。

●
賃
貸
人
の
請
求
に

　
　
　
　
　

納
得
で
き
な
い
場
合

　

自
分
の
考
え
方
を
金
額
に
ま
と

め
、賃
貸
人
と
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。し
か
し
、お
互
い
譲
歩
せ
ず
、

合
意
で
き
な
い
場
合
は
、敷
金
の

返
還
請
求
が
60
万
円
以
下
の
場
合
、

少
額
訴
訟
と
し
て
簡
易
裁
判
所
に

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、く
ら
し
の
相
談
室
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
10

　

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
原
状
回
復
義
務

　

前
号
で
触
れ
た
韓
国
で
の
ラ
ム

サ
ー
ル
会
議
で
、
豊
岡
は
湿
地
保

全
の
分
野
で
声
を
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と

実
感
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
取
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
て

き
た「
豊
岡
型
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス（
賢

明
な
利
用
）」を
、
世
界
の
人
た
ち

に
知
ら
せ
、
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
？

　

例
え
ば
、
環
境
創
造
型
農
業
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で
は
、「
田
ん
ぼ
」

も
重
要
な
湿
地
の
１
つ
と
と
ら
え

て
い
る
。
安
全
・
安
心
な
お
米
を

作
り
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
生
き
も

の
を
育
み
、
生
物
多
様
性
を
高
め

る
農
業
技
術
と
、
そ
う
し
た
産
品

が
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
、
き
ち

ん
と
経
済
に
結
び
付
い
て
い
る
豊

岡
の
現
状
は
、
田
ん
ぼ
の
可
能
性

に
つ
い
て
世
界
に
ヒ
ン
ト
を
投
げ

掛
け
る
は
ず
だ
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道
4

 

豊
岡
型
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス

ラ
ム
サ
ル
君
が
語
る

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ど

う
だ
ろ
う
。
環
境
を
良
く
し
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
大
空
を
舞
う
ほ
ど
、

豊
岡
を
訪
れ
る
人
が
増
え
る
。
そ

の
取
組
み
を
学
び
に
来
る
人
た
ち

も
増
え
、
効
果
額
は
年
間
約
10
億

円
と
も
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
と
経
済
を
う
ま
く
絡
め
な

が
ら
事
業
を
展
開
す
る
企
業
も
増

え
て
き
た
。「
豊
岡
市
環
境
経
済

戦
略
」の
実
践
も
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
に
違
い
な
い
。

　

湿
地
環
境
を
生
か
し
た
総
合
的

な
地
域
活
性
化
︱
。
世
界
的
に
は

ま
だ
無
名
の
豊
岡
が
こ
う
し
た
先

進
的
な
取
組
み
を
伝
え
て
い
く
た

め
に
は
、
世
界
の
舞
台
に
立
つ
必

要
が
あ
る
。
そ
の﹃
国
際
免
許
﹄に

あ
た
る
の
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

へ
の
湿
地
登
録
な
ん
だ
！



広報とよおか　2010.1.2527

■
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

▽
伊
藤
五ご

市い
ち（
竹
野
町
竹
野
）

　

長
年
に
わ
た
り
公
立
中
学
校
長

な
ど
を
務
め
、
教
育
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
ま
ち
の
保
健
室 

但
馬
支
部

■
知
事
賞

▽
辻
田
勝ま

さ

聖や
（
五
荘
小
２
年
）

■
金
賞

▽
藤
本
大だ

い

智ち
（
静
修
小
２
年
）

▽
吹す

い

田た

緋ひ

奈な

乃の
（
弘
道
小
３
年
）

▽
圓ま

る

山や
ま

慧け
い

人と
（
五
荘
小
４
年
）

■
銅
賞

▽
前
野
ゆ
き
乃（
日
高
東
中
１
年
）

▽
正
見
敏
治（
下
鶴
井
）

▽
吉
谷
靖
弘（
佐
野
）

▽
上
坂
愛
子（
幸
町
）

▽
古
田
治じ

朗ろ
う（
高
屋
）

　

11
月
５
日
、
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
卓
球
教
室
で
、
突
然
倒

れ
心
肺
停
止
と
な
っ
た
傷
病
者
に

対
し
、
同
教
室
に
参
加
し
て
い
た

市
民
が
連
携
し
、
速
や
か
に
通
報
、

施
設
備
え
付
け
の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）に
よ
る
早
期

除
細
動
、
お
よ
び
心
肺
蘇
生
法
を

行
い
ま
し
た
。
救
急
隊
到
着
時
に

は
、
自
発
呼
吸
お
よ
び
自
己
心
拍

が
再
開
し
て
い
た
も
の
で
す
。

（
12
月
12
日
・
13
日
・
長
野
市
）

■
少
年
の
部
・
準
優
勝

▽
兵
庫
県
選
抜（
小
﨑
智
輝
・
近

　

畿
大
学
附
属
豊
岡
高
校
３
年
、

　

高
橋　

康
・
同
校
２
年
、
舩
谷

　

拓
也
・
豊
岡
総
合
高
校
３
年
、

　

大
坪
功
二
・
豊
岡
高
校
２
年
）

　

１
月
27
日
か
ら
北
海
道
釧
路
市

で
開
催
の
「
く
し
ろ
サ
ッ
ポ
ロ
氷

雪
国
体
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、元
気
に
育
っ

て
ね
。

（
父 

研
・
母 

月
美
、城
崎
町
湯
島
）

　

毎
日
、た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
あ
り
が

と
う
♡（

父 

克
彦
・
母 

富
美
代
、今
森
）

田 原 　 舜
しゅん

ちゃん
（平成21年5月7日生）

中 村 暁
あか

莉
り

ちゃん
（平成20年11月23日生）

　

わ
が
家
の
や
ん
ち
ゃ
娘
、く
い
し
ん
ぼ

う
美
緒
。元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
ぁ
れ

☆
お
兄
ち
ゃ
ん
に
も
負
け
て
な
い
ヨ
♡

（
父 

祐
介
・
母 

真
由
美
、気
比
）

藤 井 美
み

緒
お

ちゃん
（平成20年4月4日生）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
美
空

ち
ゃ
ん
で
い
て
ね
♡
♡

（
父 

悠
也
・
母 

美
喜
、日
高
町
篠
垣
）

橋 本 美
み

空
く

ちゃん
（平成20年11月16日生）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良
く
、元
気

に
育
っ
て
ね
！

（
父 

委
史
・
母 

千
恵
、妙
楽
寺
）

吉 田 伊
い

吹
ぶき

ちゃん
（平成20年12月10日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
65
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会 

近
畿
・

北
信
越
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

叙　
　

勲

平
成
21
年
度 

ひ
ょ
う
ご
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞

　

乗
り
も
の
大
好
き
な
た
い
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♡
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ネ
！

（
父 

哲
也
・
母 

早
苗
、下
陰
）

藤 村 太
たい

希
き

ちゃん
（平成19年12月27日生）

　

笑
顔
の
か
わ
い
い
真
由
ち
ゃ
ん
!!

笑
顔
を
忘
れ
ず
、優
し
い
女
の
子
に

な
っ
て
ね
。（父 

章
悟
・
母 

吉
美
、気
比
）

石 橋 真
ま

由
ゆ

ちゃん
（平成20年11月4日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の
け
い
た
く

ん
。カ
ワ
イ
イ
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
。

健
康
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

（
父 

博
幸
・
母 

香
代
子
、福
田
）

伊 田 慶
けい

太
た

ちゃん
（平成21年4月9日生）

第
55
回 

青
少
年
読
書
感
想
文

県
コ
ン
ク
ー
ル

県
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状
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催　

し

小
西
達
也
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

生
ま
れ
つ
き
骨
形
成

不
全
症
に
よ
り
、
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
親
元
を

離
れ
療
養
し
て
い
た
豊

岡
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
小
西
達
也
さ
ん
を
迎
え
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

2
月
16
日（
火
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

城
崎
総
合
支
所　

2
階

大
会
議
室

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
城
崎
支
部（
教
育
委
員

会
城
崎
分
室
内
）

　

☎
21
－
9
0
6
9

　

お
互
い
の
思
い
や
り
、
障
害
者

支
援
と
理
解
、
命
の
大
切
さ
…
こ

人
権　

音
楽
と
お
話
の
集
い

募　

集

平
成
22
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

　

交
通
災
害
共
済
は
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と

き
に
役
立
つ
互
助
制
度

で
す
。

れ
ら
人
権
に
つ
い
て
の
問
題
を
、

音
楽
を
交
え
て
考
え
、
共
に
歌
い

ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

2
月
14
日（
日
）午
後
2

時
〜（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ（
大
手
町
）

▽
内
容（
予
定
）

・
手
話
コ
ー
ラ
ス
と

太
鼓
の
演
奏

・
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
の
手
話
講
演

・
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
23
－
0
3
4
1

　

平
成
22
年
度
の
受
付
を
始
め
ま

す
の
で
加
入
く
だ

さ
い
。

▽
加
入
資
格　

市

内
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

▽
共
済
掛
金　

1
人
年
額
5
0
0

円（
加
入
は
1
人
1
口
限
定
）

▽
共
済
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成

　

23
年
3
月
31
日

▽
共
済
金
支
払
額　

傷
害
の
程
度

に
よ
り
、
3
万
円
か
ら
80
万
円

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
加
入
方
法

・
市
民
…
各
区
で
取

り
ま
と
め
を
行
い

ま
す
の
で
、
世
帯

単
位
で
加
入
く
だ
さ
い
。

・
市
民
以
外
の
方
…
会
社
・
事
業

所
、
学
校
な
ど
の
単
位
で
加
入

く
だ
さ
い
。

▽
加
入
受
付　

1
月
25
日（
月
）か

ら
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21
－
9
0
0
1
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

市
で
は
、
行
政
改
革
の
推
進
に

当
た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た

め
、
行
政
改

革
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
制
度
や
運
営
に
必
要
と

さ
れ
る
改
革
に
つ
い
て
、
意
見
・

提
言
を
い
た
だ
け
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

1
人

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上（
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
）

の
方
で
、
平
日
昼
間
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

▽
任
期　

委
員
任
命
の
日（
3
月
予

定
）か
ら
平
成
23
年
12
月
4
日
ま

で
▽
選
考
・
通
知　

2
月
中
に
委
員

を
決
定
し
、
結
果
を
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

▽
委
員
報
酬　

委
員
会
に
出
席
し

た
場
合
、
規
定
に
よ
る
報
酬
を

支
払
い
ま
す
。

行
政
改
革
委
員
会
の
委
員
募
集
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▽
申
込
方
法　

政
策
調
整
課
に
設

置
の「
豊
岡
市
行
政
改

革
委
員
会
委
員
応
募

申
込
書
」（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、持
参
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

1
月
25
日（
月
）〜

2
月
12
日（
金
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

政
策
調
整

課
行
政
改
革
係

　

☎
21
－
9
0
2
2

　

FAX 

26
－
1
3
3
7

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

seisakuchousei@
city.

toyooka.lg.jp

平
成
22
年
度　

社
会
福
祉
法
人

愛
育
会　

職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
員（
正
規
職
員
）

①
保
育
士
・
3
人

②
調
理
師
・
1
人

▽
応
募
資
格　

①
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免

許
所
持
者
ま
た
は
平
成
22
年
3

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

②
調
理
師
免
許
取
得
者

▽
試
験
日　

2
月
18
日（
木
）

▽
選
考
場
所　

出
石
愛
育
園（
出
石

町
町
分
）

▽
選
考
方
法　

①
面
接
・
小
論
文（
原
稿
用
紙
2
枚

程
度
。
テ
ー
マ
は
当
日
発
表
）、

保
育
実
技〔
ピ
ア
ノ（
教
則
本
か

ら
自
己
選
曲
1
曲
）、弾
き
歌
い
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
当
日
発
表
）

②
面
接

▽
採
用
予
定
日　

4
月
1
日（
木
）

（
3
月
中
旬
に
研
修
あ
り
）

▽
勤
務
地　

出
石
愛
育
園
、
小
坂

保
育
園

▽
申
込
方
法　

学
校
指
定
ま
た
は

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、写
真
を
貼
付
の
上
、郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
調

理
師
は
健
康
診
断
書
も
添
付
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
願
書
受
付
後
、
順
次

発
送
し
ま
す
。
送
付
先
住
所
が

願
書
と
異
な
る
場
合
は
、
送
付

先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
10
日（
水
）当

日
消
印
有
効

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

法
人
愛
育
会　

出
石
愛
育
園（
〒

6
6
8
－
0
2
2
1　

出
石
町

町
分
5
5
9
－
1
）

　

☎
52
－
2
1
3
7　

平
成
22
年
度　

社
会
福
祉
法
人

北
但
社
会
福
祉
事
業
会

 

職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
員　

①
嘱
託
介
護
員（
常
勤
）・
8
人

②
嘱
託
看
護
師（
常
勤
）・
2
人

▽
応
募
資
格

①
概
ね
45
歳
以
下

の
方

②
正
看
護
師
ま
た

は
準
看
護
師
免
許
所
持
者
で
概

ね
52
歳
以
下
の
方

▽
基
本
給（
月
額
）

①
1
5
1
、5
0
0
円

②
正
看
護
師　

1
7
1
、8
0
0
円

　

準
看
護
師　

1
6
5
、0
0
0
円

▽
試
験
日　

2
月
18
日（
木
）

▽
選
考
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム　

こ
う
の
と
り
荘（
塩
津
町
）

な
ど

▽
選
考
方
法　

作
文
・
面
接

▽
採
用
予
定
日　

4
月
1
日（
木
）

※
3
月
中
に
パ
ー
ト
勤
務
し
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
勤
務
地　

豊
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー（
塩
津

町
）、特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
こ

う
の
と
り
荘

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
委
託
者
募
集

▽
募
集
数　

11
組（
男
性
1
人
、　

女
性
1
人
の
合
計
2
人
で
1
組

で
す
）

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
通
勤

可
能
な
63
歳
以
下
の
健
康
な
方

▽
業
務
内
容　

外
湯
接
客
お
よ
び

管
理
業
務
な
ど

▽
委
託
料　

月

額
約
50
万
円

（
浴
場
・
時
間

帯
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

▽
委
託
予
定　

4
月（
2
年
間
）

▽
申
込
方
法　

城
崎
総
合
支
所
温

泉
課
に
設
置
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

2
月
1
日（
月
）〜

12
日（
金
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝

日
は
除
く
）

▽
問
合
せ　

城
崎
総
合
支
所
温
泉

課（
城
崎
町
湯
島
・
さ
と
の
湯
内
）

☎
32
－
0
1
1
7

▽
申
込
期
限　

2
月
12
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

北
但
社
会

福
祉
事
業
会　

こ
う
の
と
り
荘

　

☎
24
－
4
0
1
4
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平
成
22
年
度　

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

円
山
川
流
域
の
河
川
整
備
、
河

川
利
用
や
河
川
環
境
に
つ
い
て
地

域
と
連
携
し
、
河
川
愛
護
の
普
及

や
河
川
の
清
潔
保

持
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

但
東
地
域
在
住
で
、

河
川
ま
た
は
河
川
愛
護
に
関
心

の
あ
る
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

で
、
河
川
か
ら
お
お
む
ね
5
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
し
て

い
る
方

▽
活
動
内
容　

日
常
生
活
の
範
囲

内
で
知
り
得
た
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
流
水
の
異
常
な
ど
を
河

川
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と

▽
活
動
範
囲　

支
川
を
含
む
円
山

川
流
域

▽
任
期　

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

▽
謝
礼　

月
額
1
、0
0
0
円

▽
定
員　

4
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

そ
の
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
理
由
、
近
隣
の
河
川
名
お

よ
び
自
宅
と
河
川
と
の
距
離
を

記
入
の
上
、は
が
き
ま
た
は
フ
ァッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
17
日（
水
）必

着
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

円
山
川
を

美
し
く
す
る
協
議
会
事
務
局

　
（
〒
6
6
8
－
0
0
2
5　

幸
町

10
－
3　

近
畿
地
方
整
備
局
豊

岡
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理

課
内
）☎
26
－
2
5
4
5

　

FAX 
24
－
3
7
9
6

▽
対
象　

平
成
19
年

4
月
2
日
〜
平
成

20
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
た
幼
児

▽
人
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
・
幼

児
調
査
票
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
類
は
園
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

2
月
22
日（
月
）〜

　

24
日（
水
）午
前
9
時
〜
午
後
3

時
▽
問
合
せ　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園

　

☎
22
－
6
3
6
0

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園　

平
成
22
年
度

子
育
て
支
援
教
室
幼
児
募
集

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

☎
47ｰ

1
8
0
5

◆
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▽
日
時　

2
月
10
日
〜
3
月
10
日

の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分（
5
回
）

▽
場
所　

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー（
竹
野
町
竹
野
）

▽
参
加
費　

5
0
0
円

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
期
限　

2
月
6
日（
土
）

◆
平
成
22
年
度
竹
野
B
＆
G

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
定
期
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　

団
体
の
募
集

　

平
成
22
年
度
に
、
竹

野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
定
期
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
日

程
調
整
を
行
い
ま
す
の

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
期
間
・
団
体　

4
月
1
日
〜
平
成
23
年
3
月
31

日
・
10
人
以
上
の
団
体

▽
申
込
方
法　

竹
野
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
10
日（
水
）午

後
5
時

▽
そ
の
他　

・
現
在
、
定
期
使
用
中
の
団
体
も

再
度
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
1
カ
月
以
上
休
む
団
体
は
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
が
な
い

団
体
は
、
定
期
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

社
団
法
人
家
庭

養
護
促
進
協
会
で

は
、
県
内
の
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
、
親

が
育
て
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に

里
親
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。「
里
親
」開
拓
の
一
環
と

し
て
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

2
月
20
日（
土
）、
27
日

（
土
）い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

▽
場
所　

姫
路
市
市
民
会
館　

4

階　

第
3
会
議
室（
姫
路
市
）

▽
参
加
費　

夫
婦
1
組
5
、0
0
0

　

円
、
1
人
の
場
合
3
、0
0
0
円

（
資
料
代
な
ど
）

講
座
・
講
習
・
教
室

養
子
を
育
て
た
い
人
の
た
め
の

講
座
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▽
定
員　

夫
婦
15
組（
1
人
で
の
参

加
も
可
）先
着
順

▽
申
込
期
限　

2
月
19
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
団
法
人

家
庭
養
護
促
進
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
4
1
－
5
0
4
6

普
通
救
命
講
習
会

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　

2
月
21
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

豊
岡
市
消
防
本
部　

3

階　

会
議
室（
昭
和
町
）

▽
講
習
内
容　

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

法

・
A
E
D（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）の
使

用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、
各

分
署
、出
張
所
、お
よ
び
駐
在
所

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
、
ま

た
は
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
、フ
ァッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

2
月
17
日（
水
）

お
ひ
な
さ
ま
飾
り
づ
く
り
教
室

　

枯
れ
な
い
花
「
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」

で
、
お
ひ
な
さ
ま
飾
り

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

2
月
21
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲

寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
、0
0
0
円（
材
料

代
）

※
飲
み
物
サ
ー
ビ
ス
付

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

2
月
20
日（
土
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0
5

　

5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

　

FAX 

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shobo-keibo@
city.
toyooka.lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.lg.jp

相　

談

弁
護
士
・
精
神
保
健
福
祉
士

に
よ
る
夜
間
電
話
法
律
相
談

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
県
の

委
託
事
業
で
、
弁
護
士
と
精
神
保

健
福
祉
士
に
よ
る
無
料
夜
間
電
話

法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
多
重

債
務
、
生
活
保
護
、
解
雇
、
家
庭

の
問
題
な
ど
、
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

2
月
14
日
、
28
日
、
3

月
14
日
の
各
日
曜
日
午
後
5
時

〜
9
時

▽
相
談
電
話
番
号　

　

☎
0
1
2
0
－
1
1
0
3
9
5

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
相
続
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

▽
日
時　

2
月
20
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

中

会
議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

（
相
談
日
の
み
の
特
設
電
話
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
予
約　

不
要

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

そ
の
他

2
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
2
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

診療日 担当医師・
住所

7日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

14日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

21日
（日）

國屋　正史
（養父市）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜
午後５時

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1
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競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
（
指
名
願
い
）

　

平
成
22
・
23
年
度
分
受
付

　

入
札
参
加
資
格
登
録
の
期
間
満

了
に
伴
い
、
平
成
22
・
23
年
度
に

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、測
量
・

建
設
等
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
製
造
な
ど
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
業
者
、
ま
た
は
市
と
物

品
納
入
お
よ
び
役
務
の
提
供
な
ど

の
取
引
を
希
望
す
る
業
者
は
、
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書（
指
名
願

い
）を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
登
録
し
て
い

た
業
者
で
も
、
今
回
新
た
に
申
請

の
な
い
場
合
は
、
4
月
以
降
の
入

札
・
見
積
り
に
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

総
務
課
管
財
係
ま

た
は
各
総
合
支
所
総

務
課
に
あ
る
申
請
書

類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
間  

2
月
1
日（
月
）〜
26

日（
金
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
課
管

財
係
☎
23
－
1
1
1
1

　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

２月のテーマ
曜日 内　　容
月 生理痛について

火 歯磨き粉の効果と成分に
ついて

水 げっぷから考えられる病気
木 尿が近い

金〜日 サプリメントの利用法

2
月
の
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

開催日 時間 場所 内容

17日
（水）

10：00〜
11：00

出石愛育園
（出石町町分）リトミック

18日
（木）

10：15〜
11：45

コープデイズ
豊岡組合員
集会室（加広
町）

リトミック

▷問合せ　豊岡健康福祉事務所
　☎23 －1001

手
当
の
振
込
み
な
ど
のお

知
ら
せ

◆
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、福
祉
手
当（
経
過
措
置

に
よ
る
も
の
）

▽
内
容　

11
・
12
・
1
月
分
手
当

▽
振
込
日　

2
月
10
日（
水
）

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
施
設

な
ど
に
入
所
ま
た
は
病
院
に
入

院（
3
カ
月
を
越
え
る
）し
た
場

合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

　

介
護
手
当

▽
内
容　

10
・
11
・
12
月
分
手
当

▽
振
込
日　

2
月
25
日（
木
）

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
、
施
設
な
ど
に
入

所
、ま
た
は
病
院
に
入
院（
3
カ

月
を
越
え
る
）し
た
場
合
は
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
（
財
）兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
で

は
、
優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の
申

請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
賞
基

優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の

　
　
　
　
　

申
請
受
付
開
始

準
に
該
当
し
、
申
請
を
希
望
の
方

は
、
住
居
地
域
の
交
通
安
全
協
会

窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
方

○
交
通
安
全
協
会
員
で
禁
固
以
上

の
刑
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

○
過
去
5
年
間（
平
成
17
年
2
月
1

日
以
降
）無
事
故
・
無
違
反
で
あ

る
方

○
金
賞
受
賞
後
、
引
き
続
き
車
の

運
転
に
従
事
し
、
次
の
基
準
の

年
数
を
経
過
し
た
方

・
営
業
車（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
）

の
運
転
者
…
3
年（
平
成
19
年
2

月
1
日
以
前
に
受
賞
）

・
自
家
用
車
の
運
転
者
…
5
年（
平

成
17
年
2
月
1
日
以
前
に
受
賞
）

・
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
者
…

10
年（
平
成
12
年
2
月
1
日
以
前

に
受
賞
）

▽
受
付
期
間　

2
月
1
日（
月
）〜

3
月
12
日（
金
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
必
着
）

▽
そ
の
他　

申
請
に
は
、
運
転
免

許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員
証

を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
交
通
安
全
協
会

　

豊
岡
北
☎
32
－
0
1
1
0

　

豊
岡
南
☎
22
－
1
9
1
1

　

日
高
☎
42
－
0
1
4
0

　

出
石
☎
52
－
5
5
2
3
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

豊岡市非常勤嘱託職員募集

【その他の要件】
■参　　考 用務員以外の職種は、執務時にパ

ソコン操作を必要とします。
■受付期間 １月27日（水）〜２月９日（火）

■採 用 日 ４月１日（予定）
■面接試験 日時、場所は後日連絡します。  
■申込み・問合せ　職員課☎23 －1326

【非常勤嘱託職員】

職　　種 募集人数 応募資格 勤務先・職務内容 報　酬 勤務日等

電話交換員 
兼 

事務員
１人

　身体障害者手帳の交付を
受け、自力による通勤がで
き、かつ介護者なしに職務
の遂行が可能な方

　日高総合支所での電
話交換業務および一般
事務補助など

月額
153,800円

　週５日（35時間）
勤務、休日は土・日
曜日の週２日

【非常勤嘱託職員（障害者対象）】

《応募資格》昭和25年４月２日以降に生まれた方
《申込方法》申込書（職員課に備付けのもの）に必要事項を記入の上、応募資格で定める免許証などの写しを添え、

提出ください。

《申込方法》履歴書に必要事項を記入の上、ハローワークの紹介状と応募資格で定める手帳の写しを添え、提出ください。

職　　種 募集人数 応募資格 勤務先･職務内容 報　酬 勤務日等

用務員 １人 　健康で隣保館の清掃管理
に対して意欲のある方

　豊岡隣保館での清掃
などの管理事務

月額
148,000円

　週５日（35時間）
勤務、休日は土・日
曜日の週２日

介護予防 
支援業務員 

兼 
要介護認定 

調査員

１人

　保健師助産師看護師法に
定める保健師、看護師、社
会福祉士及び介護福祉士法
に定める社会福祉士、介護
保険法に定める介護支援専
門員のいずれかの資格所持
者、または平成22年４月１
日までに取得できる方

　介護保険制度にかか
る介護予防支援業務お
よび要介護認定調査業
務

月額
159,700円

　週５日（35時間）
勤務、休日は土・日
曜日の週２日

看護師 １人

　保健師助産師看護師法に
定める看護師もしくは准看
護師免許所持者、または平
成22年４月１日までに取得
できる方

　豊岡市休日急病診療
所での看護師業務

日額
15,000円

　日曜日、祝日、
１月1日〜３日、
８月15日および
12月31日のうち、
看護師３人中２
人の１日交代制

パート 
保育士 各１人

　児童福祉法に定める保育士
資格所持者で、保育士証の交
付を受けている方、または
平成22年４月１日までに取得、
かつ、登録できる方

①竹野保育園での延長
　（16：00〜19：00）保育
②合橋保育園での延長
　（16：00〜19：00）保育

月額
79,900円

　週６日（18時間）
勤務、休日は日曜
日の週１日



　休館のお知らせ
　特別図書整理のため、下記のとおり休館します。
　　竹野分館　２月１日（月）～３日（水）
　　本　　館　２月16日（火）～25日（木）
　なお、２月３日（水）から15日（月）まで、貸出可能点数が
　通常の２倍になります（図書20点、うちCDは10点まで）。

今月の本

日 曜日 時間 場所 行　事　名
1 月
2 火 （休館日）
3 水 10：30～ 出石 えほんのとびら

4 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
11：00～ おはなしのゆりかご　

5 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
6 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！～鬼にまけるな　寒さにまけるな～
7 日
8 月
9 火 （休館日）
10 水
11 木・祝（休館日）
12 金

13 土

10：10～ 本館 土曜としょかん
10：30～ 城崎 おはなしのこべや
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
14：00～ 竹野 キッズほんがっかい（本楽会）

14 日 13：20～ 本館 第11回古文書講座（初級）
15：00～ 第11回古文書講座（中級）

15 月
16 火 （休館日）
17 水
18 木
19 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば

20 土 10：30～ 但東 おはなしのもり
15：00～ 切り紙Art

21 日
22 月
23 火 （休館日）
24 水
25 木
26 金

27 土

10：30～ 竹野 土曜おはなしのへや
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの
10：30～ 出石 おはなし会
14：00～ 本館 おはなし会

28 日 10：30～ 日高 おはなし会

＜ 一 般 ＞
今夜の飲みもの
藤井香江　著（日東書院）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　寒い季節。ココロもカラダもほっ
こりと。

＜ 児 童 ＞
しょうぼうしょは大いそがし
ハネス・ヒュットナー　作
（徳間書店）

　消防士さんたちが休憩時間にコー
ヒーを飲もうとすると電話が鳴って
…みんなそろって緊急出動です！

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

2月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

2月の行事予定
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2月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

おやこっこ遊び　パート1
日　時 24日（水）午後1時30分～2時30分
対　象 乳幼児と保護者　25組
講　師 生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん
募集期間 5日（金）～19日（金）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

豆まき会
日　時 3日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 お話、豆まき、お楽しみ会

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ 1日（月）、25日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 22日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

鬼は外、福は内
日　時 2日（火）午前10時～正午
場　所 竹野健康福祉センター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豆まきをして、体や心の鬼を追い出そう！
持ち物 お面（当日、センターで作ってもＯＫ）

日　時 19日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　10人（先着順）
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
持ち物 牛乳パック（1ℓサイズ20本）、ボンド、布、はさみ、布ガムテープ
募集期間 8日（月）～17日（水）

絵本の読み聞かせ
日　時 25日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び”
日　時 6日（土）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組（先着順）
内　容 運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
募集期間 1月29日（金）～2月4日（木）

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 25日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 子どもとの関わり方の話①｢こんなとき困ったな、どう声を掛けたらいい？｣

子育てミニ講話

日　時 18日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

おひなさん作り

なかよしグングン広場
日　時 5日（金）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 3歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊び、保護者同士の交流など

おはなし広場
日　時 13日（土）、20日（土）、27日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

もちつき交流
日　時 3日（水）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者・祖父母
内　容 もちつき
参加費 １人50円

グループ発表会
日　時 23日（火）午前10時～11時30分
場　所 竹野健康福祉センター
対　象 乳幼児と保護者、愛育班の皆さん

内　容 各グループの親子がステージ発表をします。観覧のみを希望の方も大歓迎

日　時 7日（日）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、体操など

※
場
所
の
表
示
が
な
い
活
動
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

日　時 17日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 壁掛けのおひなさんを作ります。

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

お母さんの手作り広場Ⅲ

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野健康福祉センター内）土・日曜日休館

豆まき
日　時 3日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豆の入れ物づくり、豆まき、絵本など

フェルト絵本講座（全３回）
日　時 23日（火）、3月2日（火）、9日（火）午前10時～11時30分
対　象 子育て中の保護者　15人
内　容 フェルトで作る簡単布絵本（見本あります）
その他 フェルト、はさみ、ボンド持参、申込みは20日（土）まで

わらべうた＆折り紙遊び
日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、「ハートの小物」

押し花教室
日　時 23日（火）午前10時～正午
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 出石押し花クラブの指導による押し花作り
その他 参加費1人150円、申込みは17日（水）まで

わいわいコーラス♪♪
日　時 18日（木）午前10時～11時30分
場　所 竹野健康福祉センター
対　象 乳幼児と保護者
内　容 冬の歌を歌って寒さを吹き飛ばそう‼

おひなさま製作
日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 おひなさまづくり

なかよし広場
日　時 18日（木）午前9時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)
メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■プラザ　シネマ・シネマ
　懐かしの名作を、迫力あるス
クリーンでお楽しみください。

　２月６日（土）・７日（日）　
　　上映13：00（２本立て）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　６日（土）「大江戸五人男」
　　　　　　　　　「旗本退屈男」
　　　　　７日（日）「銭形平次捕物控 人肌蜘蛛」
　　　　　　　　　「赤穂浪士」
◇入場料　１作品500円（全日共通１回限り有効）
　　　　　１日券800円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方は、

１月27日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

◇開催日　５月16日（日）
◇開催場所　ほっとステージ
◇対　象
・但馬地域を中心に活動し､ジャズ､ス

トリート､フラ､コンテンポラリーなどの､ダンス
パフォーマンスをステージで披露したい方また
は団体

・オープニングからエンディングまで参加できる
方または団体（子ども・遠方を除く）

・代表者会議（２〜３回程度）に必ず出席できる方
または団体

・１代表者（教室）１団体
※よさこい、日舞などの和物は除きます。
◇持ち時間　１団体10分以内
※参加団体数により、時間の変更はあります。
◇参 加 費　無料
◇申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、

市民プラザ窓口、郵送、ファックス、またはメール
で申し込みください。

◇申込期限　２月28日（日）
◇その他　出演順・時間などは、申込期限後の出演

団体の代表者会議で決定します。なお、応募内容・
状況によっては、実行委員会で選考する場合があ
りますので、了承ください。

■｢見てぇなダンス2010」出場者募集！
　豊岡市民プラザでは、ダンスイベント ｢見てぇな
ダンス2010｣ の出場者を募集します。スポットライ
トの中であなたも踊ってみませんか？

◇本公演　８月７日（土）・８日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　戦争体験の手記などを基にした朗読劇の自

主制作と上演活動
◇対　象　高校生以上（高校生は保護者の同意が必要）
◇人　員　20人程度（制作・朗読・舞台製作・上演ス

タッフ）
◇申込期限　２月28日（日）
◇申込方法　所定の応募用紙、はがき、または用紙

に住所、氏名、年齢、性別、電話番号を記入の上、持
参、郵送、またはファックスで申し込みください。

■平和を願う朗読劇・豊岡2010｢祈り-1945｣
自主上演実行委員募集！

　豊岡市民プラザでは、戦争体験の手記などを基に
した自主制作による朗読劇の上演に向けて、制作・
朗読・舞台製作・上演スタッフに携わる実行委員を募
集 し ま す 。平
和への願いを
込めて、あなた
も参加しませ
んか？

■第65回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　２月20日（土）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ハーモニカ同好会｢赤とんぼ｣
◇内　容　ハーモニカで思い出の絆をむすぼう！
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■豊岡市民プラザ演劇ファクトリーzero６
　本公演
　「但馬伝説�非時−ときじく−」
　演劇ファクトリーは、基礎訓練
と舞台実習を経て、オリジナル作
品の上演に取り組む豊岡市民プラ
ザの市民参加創造事業です。
◆豊岡公演

　３月21日（日）　 開演19：00（開場18：30）
　　　22日（月・祝）開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◆出石永楽館公演

　３月27日（土）　 開演14：00（開場13：30）
◇場　所　出石永楽館

〈共通事項〉
◇入場料　全席自由　一般1,000円､ペア券1,500円､
　　　　　高校生以下･65歳以上800円（当日券は各
　　　　　200円増｡ペア券は前売りのみ）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方は、

３月11日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中
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平成22年１月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,631人 （－27人）

男　性   42,851人 （－  6人）

女　性   46,780人 （－21人）

世帯数   32,227世帯（－13世帯）

2月の主な行事
FEBRUARY

平成22年

₁₃（土）健康づくり講演会（9：30～竹野総合支所、14：00～但東健康福祉センター）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₁₄（日）近畿高校スキー選手権大会（8：30～奥神鍋ゲレンデなど、～16日）
人権　音楽とお話の集い

（14：00～豊岡市民プラザ）

₁₅（月）

₁₆（火）小西達也さんとのふれあいコンサート（13：30～城崎総合支所）

₁₇（水）製作｢おひなさま｣（10：30～城崎子育てセンター）
おひなさん作り

（10：30～但東子育てセンター）
定例教育委員会（13：30～市役所本庁舎）

₁₈（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）わいわいコーラス（10：00～竹野地区公民館）
絵本の読み聞かせの会

（10：30～日高子育てセンター）

₁₉（金）

₂₀（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）第65回サロンコンサート
（13：30～豊岡市民プラザ）

₂₁（日）神鍋高原スノーシューウォーク（9：00～神鍋高原）

₂₂（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）

₂₃（火）グループ発表会（10：00～竹野健康福祉センター）

₂₄（水）

₂₅（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話

（10：30～日高子育てセンター）
お母さんのためのおはなし会

（10：30～出石子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₆（金）

₂₇（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）第７回東井義雄賞・いのちのことば入賞作品
発表会・記念講演会

（13：30～但東市民センター）

₂₈（日）第19回津居山港かにまつり（8：30～津居山港小島岸壁）

₁（月）出石明治館｢三人展｣（9：30～出石明治館、～28日）
第19回企画展｢よみがえる但馬国府−祢

にょ

布
う

ケ森遺跡出土木簡から−｣
（但馬国府･国分寺館、～3月23日）

第48回企画展｢豊岡市の文化財｣
（日本・モンゴル民族博物館、～4月13日）

かに雑炊・たる酒のサービス
（10：00～JR城崎温泉駅前）

ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂（火）鬼は外、福は内（10：00～竹野健康福祉センター）

₃（水）もちつき交流（10：00～城崎子育てセンター）鬼の面作成、豆まき
（10：00～出石子育てセンター）

豆まき会（10：30～但東子育てセンター）

₄（木）

₅（金）なかよしグングン広場（9：30～豊岡市民プラザ）

₆（土）プラザ　シネマ・シネマ（13：00～豊岡市民プラザ）
但馬ドームソフトボールクリニック　
小･中学生の部（14：00～県立但馬ドーム）

₇（日）但馬ドームソフトボールクリニック高校生･一般の部（10：00～県立但馬ドーム）
パパと遊ぼうD

デー

AY！
（10：30～日高子育てセンター）

プラザ　シネマ・シネマ
（13：00～豊岡市民プラザ）

₈（月）

₉（火）

₁₀（水）スナップinきのさき（10：30～JR城崎温泉駅前）
わらべうた＆折り紙

（10：30～出石子育てセンター）

₁₁（木）建国記念の日
第30回記念兵庫神鍋高原マラソン全国大会
写真コンテスト入賞作品巡回写真展

（城崎温泉さとの湯、～24日）
“元気ひだか”神鍋冬まつり

（10：00～道の駅｢神鍋高原｣など）

₁₂（金）

ひ
と
り
ご
と
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　仏像のうち千体仏を除いて、最も多く指定されているのが木造十一面観音像です。頭頂の正面３
面が慈

じ

悲
ひ

の表情、向かって右側３面が怒りの表情、左側３面が微笑みながら牙をむき、背面１面は
大笑、頂上が悟りの表情をしています。これらは人間の喜

き

怒
ど

哀
あい

楽
らく

を表現しているともいわれています。
左手に紅

ぐ

蓮
れん

を挿した水
すい

瓶
びょう

を持ち、右手は下に垂らしています。仏像によっては、本面と合わせて11
面になる場合もあります。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160
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（国指定）城崎町湯島・温泉寺
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（県指定）野上・帯雲寺
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（県指定）野垣

歴史 探訪
～文化財を巡る～❼

「美術工芸品（彫刻）」（その２）

・秘仏語句の
解説

　寺院などによって
は、拝観できない場
合もあります。
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（県指定）但東町西谷




